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解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
玄
的
筆
｢
空
蝉｣
と
賀
茂
筆
功
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔｣
で
あ
る
。
1
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
的
筆
｢
空
蝉｣
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔｣
長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
｢空
蝉｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
、
草
花
の
下
絵
を
描
き
、｢
う
つ
せ
み｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
十
六
丁
、
墨
付
十
四
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
五
〜
二
十
二
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
夕
顔｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
、
夕
顔
の
下
絵
を
描
き
、｢
夕
か
ほ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
五
十
四
丁
、
墨
付
五
十
二
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
三
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
一
校
了
又
校
了｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
４)｣
｢
宿
木
(
５)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
玄
的
の
書
写
玄
的
に
つ
い
て
は
、『
顕
伝
明
名
録
(
６)』
に
、｢
玄
仍
二
男｣
と
記
す
よ
う
に
、
父
は
玄
仍
で
あ
り
、
兄
に
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
｢
帚
木｣
等
の
書
写
者
玄
陳
が
い
る
。
母
は
昌
叱
の
女
、
祖
父
は
紹
巴
で
あ
る
。
没
年
は
、『
京
都
名
家
墳
墓
録
(
７)』
の
｢
慶
安
三
庚
寅
年
八
月
十
八
日
と
刻
す｣
と
い
う
墓
碑
の
記
載
か
ら
、
慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
で
、
享
年
、
五
十
八
歳
(
８)
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
か
ら
慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
八
月
十
八
日
迄
が
そ
の
生
涯
で
あ
る
。
そ
れ
を
簡
単
な
年
譜
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
2
年
号
歳
記
事
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一)
兄
、
玄
陳
出
生
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
１
出
生
。
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二)
10
父
方
の
祖
父
、
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
11
母
方
の
祖
父
、
昌
叱
没
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
15
父
、
玄
仍
没
。
元
和
八
年
(
一
六
二
二)
30
子
息
、
仍
春
出
生
。
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
44
叔
父
、
昌
琢
没
。
十
七
年
(
一
六
四
〇)
41
二
月
、
加
藤
正
方
に
従
い
、
西
山
宗
因
と
共
に
江
戸
に
行
く
。
慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
58
八
月
十
八
日
、
没
。
十
五
歳
で
父
玄
仍
が
没
し
て
お
り
、『
古
今
墨
跡
鑒
定
便
覧
(
９)』
の
｢
大
イ
ニ
連
哥
ヲ
修
シ
テ
家
風
ヲ
益
々
昌
ン
ニ
セ
リ｣
と
い
う
、
玄
的
の
連
歌
の
素
養
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
巻
頭
｢
桐
壺｣
を
書
写
し
、
当
時
の
南
北
里
村
家
の
中
心
人
物
で
、
連
歌
界
を
牽
引
し
て
い
た
母
方
の
叔
父
昌
琢
や
、
兄
の
玄
陳
な
ど
里
村
一
族
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
玄
的
が
出
座
し
た
連
歌
会
か
ら
よ
く
わ
か
る
。
玄
的
が
書
写
し
た
｢
空
蝉｣
を
含
む
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
書
写
年
代
は
、
寛
永
の
早
い
時
期
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
玄
的
の
年
齢
で
い
え
ば
、
三
十
五
歳
か
ら
三
十
七
歳
に
あ
た
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
年
代
を
含
む
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
か
ら
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
迄
の
玄
的
出
座
の
連
歌
会
を
表
(
)
に
し
て
、
書
写
が
行
な
わ
れ
た
頃
の
玄
的
の
文
学
的
活
動
を
見
て
み
た
い
。
3
4年
月
日
玄
的
玄
陳
昌
琢
昌
俔
玄
仲
宗
順
宗
因
行
生
了
倶
伊
益
能
円
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
八
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
○
十
月
十
八
日
○
○
○
○
○
十
二
月
十
八
日
○
○
○
○
○
二
年
(
一
六
二
五)
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
四
月
○
○
○
○
○
○
○
五
月
晦
日
○
○
○
○
○
八
月
十
五
日
○
○
○
○
十
月
二
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
三
年
(
一
六
二
六)
一
月
○
○
○
○
○
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
二
月
二
十
六
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
日
○
○
○
○
○
四
月
十
二
日
○
○
○
○
○
○
九
月
八
日
○
○
○
○
○
○
九
月
十
六
日
○
○
○
○
○
九
月
晦
日
○
○
○
○
○
○
十
月
五
日
○
○
○
○
○
十
月
七
日
○
○
○
○
○
四
年
(
一
六
二
七)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
こ
の
表
か
ら
、
玄
的
は
、
里
村
一
族
の
兄
玄
陳
、
母
方
の
叔
父
に
あ
た
る
昌
琢
と
昌
俔
の
二
人
と
の
同
座
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
わ
か
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
当
時
の
里
村
家
の
中
心
で
連
歌
界
を
牽
引
し
て
い
た
の
が
昌
琢
で
あ
り
、
玄
的
は
そ
の
昌
琢
に
従
い
連
衆
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昌
琢
の
下
、
連
歌
会
に
連
な
り
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
頃
に
、
こ
の
書
写
は
行
な
わ
れ
た
と
い
え
る
。
5
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
○
○
四
月
五
日
○
○
○
○
四
月
七
日
○
○
○
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
九
月
六
日
○
○
○
○
○
○
五
年
(
一
六
二
八)
七
月
十
九
日
○
七
月
二
十
七
日
○
○
○
○
八
月
十
日
○
○
○
○
○
十
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
六
年
(
一
六
二
九)
一
月
三
日
○
○
九
月
十
八
日
○
○
○
○
九
月
十
八
日
○
○
○
○
九
月
二
十
九
日
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
十
月
晦
日
○
○
○
○
十
一
月
二
十
二
日
○
○
○
○
40
36
36
38
４
15
11
９
８
４
１
里
村
一
族
以
外
で
、
玄
的
と
同
座
の
多
い
連
衆
に
は
、
宗
順
と
宗
因
が
い
る
。｢
鈴
虫｣
の
書
写
者
で
あ
る
宗
順
は
、
そ
の
伝
が
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
に
付
帯
す
る
『
筆
者
目
録』
に
よ
る
と
、｢
梨
原｣
姓
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、｢
紅
葉
賀｣
｢
宿
木｣
の
書
写
者
で
あ
る
宗
因
は
、
元
和
八
年
(
一
六
二
二)
十
八
歳
で
京
都
に
出
て
き
て
、
昌
琢
の
許
で
連
歌
を
学
ん
で
い
た
頃
に
あ
た
る
(
)
。
玄
的
と
宗
因
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
潁
原
退
蔵
氏
(
)
に
、
昌
琢
没
後
、
宗
因
が
最
も
親
し
く
接
し
て
ゐ
た
の
は
、
里
村
北
家
の
玄
的
で
あ
つ
た
。
と
言
う
指
摘
が
あ
る
。
同
じ
く
昌
琢
没
後
の
宗
因
に
関
し
て
、
野
間
光
辰
氏
(
)
は
、
昌
琢
没
後
は
、
主
と
し
て
昌
俔
・
玄
的
の
指
導
引
立
て
を
蒙
っ
て
と
述
べ
る
よ
う
に
、
玄
的
の
連
歌
活
動
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
。
こ
こ
に
言
う
、
昌
琢
の
没
年
は
、
本
書
の
書
写
年
代
よ
り
下
る
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
で
あ
る
。
玄
的
は
、
そ
の
四
年
後
、
寛
永
十
七
年
(
一
六
四
〇)
二
月
に
、
宗
因
の
主
人
で
あ
る
加
藤
正
方
(
)
に
従
い
、
宗
因
と
共
に
江
戸
へ
旅
を
し
て
い
る
。
こ
の
旅
も
、
玄
的
と
宗
因
の
親
密
さ
を
示
し
て
い
る
。
野
間
氏
(
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
旅
の
目
的
は
、
正
方
の
復
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
旅
に
同
道
し
た
玄
的
の
姿
か
ら
、
既
に
昌
琢
の
頃
に
、
幕
府
の
体
制
確
立
に
よ
っ
て
、
柳
営
連
歌
と
い
う
形
で
幕
府
の
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
連
歌
師
と
は
異
る
態
度
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
正
方
に
同
道
と
い
う
、
改
易
さ
れ
た
大
名
と
の
旅
は
、
紹
巴
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
明
智
光
秀
の
愛
宕
威
徳
院
に
て
の
連
歌
百
韻
に
加
わ
り
、
ま
た
、
秀
次
事
件
に
よ
り
大
津
に
流
さ
れ
た
よ
う
に
、
闊
達
な
活
動
を
す
る
連
歌
師
の
残
照
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
北
家
の
嫡
流
で
は
な
い
玄
的
の
比
較
的
自
由
な
立
場
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
連
歌
総
目
録
(
)』
に
よ
る
と
、
玄
的
と
正
方
が
係
わ
る
連
歌
は
七
例
で
、
そ
の
内
、
宗
因
を
欠
く
の
は
玄
的
が
加
点
し
て
い
る
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
玄
的
と
正
方
と
の
交
流
は
、
宗
因
あ
っ
て
の
繋
が
り
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
も
、
玄
的
と
宗
因
6
の
密
接
な
関
係
が
わ
か
る
。
今
、
玄
的
が
正
方
に
扈
従
し
東
下
し
た
背
景
と
し
て
、
嫡
流
で
は
な
い
玄
的
の
比
較
的
自
由
な
立
場
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
書
写
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
は
、
昌
琢
が
巻
頭
｢
桐
壺｣
を
書
写
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
上
掲
の
昌
琢
の
地
位
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
巻
末
｢
夢
の
浮
橋｣
は
、
玄
的
か
ら
す
れ
ば
父
方
の
叔
父
で
、
北
家
の
重
鎮
玄
仲
が
受
け
持
ち
、
兄
玄
陳
が
二
番
目
の
｢
帚
木｣
を
、
そ
し
て
三
番
目
の
｢
空
蝉｣
を
玄
的
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、
里
村
家
の
長
幼
の
順
(
)
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
兄
玄
陳
が
｢
帚
木｣
｢
関
屋｣
｢
藤
裏
葉｣
の
三
巻
を
書
写
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
玄
的
は
こ
の
｢
空
蝉｣
一
巻
の
み
で
あ
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
の
多
く
は
一
人
一
巻
で
あ
る
が
、
里
村
一
族
と
そ
の
一
門
は
、
玄
陳
や
宗
因
等
、
複
数
巻
の
書
写
者
が
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
玄
的
も
複
数
巻
の
書
写
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、｢
空
蝉｣
一
巻
の
み
と
い
う
の
は
、
本
人
の
意
向
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
兄
玄
陳
の
三
巻
の
書
写
か
ら
す
れ
ば
、
立
場
は
軽
い
と
い
え
る
。
そ
れ
も
、
先
に
述
べ
た
嫡
流
で
な
い
北
家
の
二
男
と
い
う
、
里
村
家
に
於
け
る
玄
的
の
位
置
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
玄
的
は
、
こ
の
よ
う
に
一
巻
の
み
の
担
当
で
あ
る
が
、
そ
の
書
写
態
度
は
、
補
入
や
見
せ
消
ち
な
ど
は
な
く
、
兄
、
玄
陳
の
定
家
様
の
書
体
と
は
異
な
り
、
定
家
と
い
う
よ
り
俊
成
の
手
に
近
い
筆
跡
で
、
丁
寧
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
里
村
一
族
を
核
と
す
る
書
写
が
行
な
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
玄
的
筆
｢
空
蝉｣
が
存
し
、
南
北
の
里
村
家
が
団
結
し
て
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
形
が
整
う
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
玄
的
の
｢
空
蝉｣
一
巻
に
よ
る
書
写
へ
の
参
加
も
、
誠
に
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。
7
三
、
筆
功
、
岡
本
主
水
の
書
写
｢
夕
顔｣
の
書
写
者
、
岡
本
主
水
は
、
夕
顔
若
紫
賢
木
明
石
澪
標
蓬
生
薄
雲
少
女
玉
鬘
行
幸
真
木
柱
若
菜
上
若
菜
下
柏
木
夕
霧
竹
河
橋
姫
椎
本
総
角
蜻
蛉
手
習
の
二
十
一
巻
の
書
写
者
で
あ
る
。
一
巻
の
み
の
書
写
者
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
数
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、｢
若
菜｣
上
下
や
｢
総
角｣
と
い
っ
た
分
量
の
多
い
巻
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、『
筆
者
目
録』
に
あ
る
｢
筆
功｣
と
い
う
立
場
に
よ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
い
う
｢
筆
功
(
)｣
と
は
、『
文
明
本
節
用
集
(
)』
に
、
筆
功
ヒ
ッ
コ
ウ
フ
デ
ツ
ト
ム
と
あ
り
、『
雑
字
類
編
(
)』
に
、
傭
書
ヒ
ツ
コ
ウ
・
筆
工
と
あ
る
書
写
に
巧
み
な
人
、
書
写
の
た
め
に
雇
う
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
が
書
写
さ
れ
た
頃
の
日
記
、『
舜
旧
記
(
)』
第
六
の
元
和
八
年
(
一
六
二
二)
九
月
十
二
日
の
条
に
は
、
書
写
に
対
す
る
報
酬
の
意
味
で
、
藤
氏
系
図
料
六
百
九
拾
三
枚
書

、
寿
仙
斎
方
ヘ
以
采
女
佑
遣
之
也
、
筆
功
之
事
モ
百
枚
ニ
付
、
艮
廿
目
之
代
ニ
テ
誂
也
と
い
う
用
例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
岡
本
主
水
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
の
職
業
的
専
門
家
と
し
て
参
画
し
、
そ
の
た
め
多
く
の
巻
、
そ
し
て
分
量
の
多
い
巻
の
書
写
を
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
そ
の
岡
本
主
水
と
い
う
人
物
の
特
定
に
つ
い
て
は
、『
筆
者
目
録』
に
｢
賀
茂
筆
功｣
と
あ
り
、｢
上
賀
茂
社
社
家
、
清
一
流
、
岡
本
清
昌｣
と
い
わ
れ
る
(
)
。
清
昌
に
つ
い
て
は
、『
地
下
家
伝
(
)』
に
、
豊
原
倫
秋
、
母
主
水
正
賀
茂
清
昌
女
と
い
う
記
載
も
あ
り
、｢
主
水
正｣
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
。
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
、
岡
本
主
水
の
手
に
よ
っ
て
多
く
の
巻
が
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
夕
顔｣
本
文
に
は
、
多
く
の
補
入
や
見
消
ち
が
存
す
る
。
昌
琢
、
玄
陳
、
玄
的
の
書
写
に
は
、
補
入
や
見
消
ち
は
殆
ど
な
く
、
岡
本
主
水
の
担
当
巻
に
は
、
期
日
等
の
時
間
的
制
限
を
受
け
た
職
業
的
な
書
写
の
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
膨
大
な
『
源
氏
物
語』
の
骨
格
を
成
す
多
く
の
巻
を
書
写
し
て
い
る
の
も
岡
本
主
水
で
あ
り
、
全
編
が
揃
う
の
は
正
し
く
筆
功
岡
本
主
水
の
書
写
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
成
立
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
い
え
る
。
四
、
結
語
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
里
村
一
族
を
中
心
と
し
た
書
写
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
筆
功
岡
本
主
水
に
よ
っ
て
多
く
の
巻
が
書
写
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
里
村
家
を
中
心
と
し
て
多
く
の
書
写
者
が
選
定
さ
れ
、
書
写
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
形
式
面
と
、
し
か
し
、
里
村
家
関
係
者
で
は
、
全
巻
を
賄
う
に
は
至
ら
ず
、
幾
つ
か
の
不
足
の
巻
を
、
専
門
家
で
あ
る
岡
本
主
水
の
書
写
に
よ
っ
た
と
い
う
実
質
面
の
二
つ
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
が
一
体
化
し
て
、
今
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
あ
る
。
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言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
回
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
空
蝉｣
は
、
玄
的
の
書
写
で
あ
り
、
形
式
面
と
い
っ
た
里
村
一
族
の
書
写
で
あ
り
、｢
夕
顔｣
は
実
質
面
と
い
っ
た
岡
本
主
水
の
書
写
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
特
徴
の
縮
図
が
、
こ
こ
に
翻
刻
し
た
二
つ
の
巻
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
巻
を
同
時
に
捉
え
る
と
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
特
徴
を
簡
潔
に
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
本
主
水
が
書
写
し
た
巻
の
翻
刻
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
主
水
は
、
筆
功
と
い
う
立
場
で
の
書
写
へ
の
参
加
で
あ
り
、
里
村
家
ゆ
か
り
の
連
歌
師
と
は
立
場
も
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
他
の
書
写
者
の
巻
と
の
比
較
等
に
よ
っ
て
、
更
に
新
た
な
見
解
や
発
展
も
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
｢
い
つ
こ
か｣
(
夕
顔
１
ウ
・
７
行
目)
の
如
く
、
傍
線
で
示
し
た
。
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(
う
つ
せ
み)
ね
ら
れ
給
は
ぬ
ま
ゝ
に
わ
れ
は
か
く
人
に
ゝ
く
ま
れ
て
も
な
ら
は
ぬ
を
こ
よ
ひ
な
ん
う
し
と
世
を
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
は
ゝ
つ
か
し
う
て
な
か
ら
ふ
ま
し
く
こ
そ
お
も
ひ
な
り
ぬ
れ
と
の
給
へ
は
涙
を
さ
へ
こ
ほ
し
て
ふ
し
た
り
い
と
ら
う
た
し
と
お
ほ
す
て
さ
く
り
の
ほ
そ
く
ち
い
さ
き
ほ
と
か
み
の
い
と
な
か
ゝ
ら
さ
り
し
け
は
ひ
の
に
か
よ
ひ
た
る
も
思
な
し
に
や
あ
は
れ
な
り
あ
な
か
ち
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
た
と
り
よ
ら
ん
も
人
わ
ろ
か
る
へ
く
ま
め
や
か
に
め
さ
ま
し
と
お
ほ
し
あ
か
し
つ
ゝ
れ
い
の
や
う
に
も
ま
つ
は
１
オ
さ
す
夜
ふ
か
う
い
て
給
へ
は
こ
の
子
は
い
と


お
し
く
さ
う


し
と
お
も
ふ
女
も
な
み


な
ら
す
か
た
は
ら
い
た
し
と
お
も
ふ
に
御
せ
う
そ
こ
も
た
え
て
な
し
お
ほ
し
こ
り
に
け
る
と
お
も
ふ
に
も
や
か
て
つ
れ
な
く
て
や
み
給
な
ま
し
か
は
う
か
ら
ま
し
し
ゐ
て
い
と
お
し
き
御
ふ
る
ま
ひ
の
た
え
さ
ら
ん
も
う
た
て
あ
る
へ
し
よ
き
ほ
と
に
て
か
く
て
と
ち
め
て
ん
と
お
も
ふ
物
か
ら
た
ゝ
な
ら
す
な
か
め
か
ち
な
り
君
は
心
つ
き
な
し
と
お
ほ
し
な
か
ら
か
く
て
は
え
や
む
ま
し
う
御
心
に
か
ゝ
り
人
わ
ろ
く
お
ほ
し
わ
１
ウ
ひ
て
こ
君
に
い
と
つ
ら
う
も
う
れ
た
く
も
お
ほ
ゆ
る
に
し
ゐ
て
お
も
ひ
か
へ
せ
と
心
に
し
も
し
た
か
は
す
く
る
し
き
を
さ
り
ぬ
へ
き
お
り
を
見
て
た
い
め
す
へ
く
た
は
か
れ
と
の
給
ひ
わ
た
れ
は
わ
つ
ら
は
し
け
れ
と
か
ゝ
る
方
に
て
も
の
給
ひ
ま
つ
は
す
は
う
れ
し
う
お
ほ
え
け
り
お
さ
な
心
ち
に
い
か
な
ら
ん
お
り
に
と
ま
ち
わ
た
る
に
き
の
か
み
く
に
ゝ
く
た
り
な
と
し
て
女
と
ち
の
と
や
か
な
る
夕
や
み
の
道
た
と


し
け
な
る
ま
き
れ
に
わ
か
車
に
て
ゐ
て
た
て
ま
つ
る
こ
の
子
も
お
さ
な
き
を
い
か
な
ら
ん
と
２
オ
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お
ほ
せ
と
さ
の
み
も
え
お
ほ
し
の
と
む
ま
し
か
り
け
れ
は
さ
り
け
な
き
す
か
た
に
て
門
な
と
さ
ゝ
ぬ
さ
き
に
と
い
そ
き
お
は
す
人
見
ぬ
か
た
よ
り
ひ
き
い
れ
て
お
ろ
し
た
て
ま
つ
る
わ
ら
は
な
れ
は
と
の
ゐ
人
な
と
も
こ
と
に
見
い
れ
つ
い
せ
う
せ
す
心
や
す
し
ひ
ん
か
し
の
つ
ま
戸
に
た
て
奉
り
て
わ
れ
は
み
な
み
の
す
み
の
ま
よ
り
か
う
し
た
ゝ
き
の
ゝ
し
り
て
い
り
ぬ
こ
た
ち
あ
ら
は
な
り
と
い
ふ
な
り
な
そ
か
う
あ
つ
き
に
こ
の
か
う
し
は
お
ろ
さ
れ
た
る
と
ゝ
へ
は
ひ
る
よ
り
２
ウ
に
し
の
御
か
た
の
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
こ
う
た
せ
給
と
い
ふ
さ
て
む
か
ひ
居
た
ら
ん
を
見
は
や
と
お
も
ひ
て
や
を
ら
あ
ゆ
み
い
て
ゝ
す
た
れ
の
は
さ
ま
に
い
り
給
ぬ
こ
の
い
り
つ
る
か
う
し
は
ま
た
さ
ゝ
ね
は
ひ
ま
見
ゆ
る
に
よ
り
て
に
し
さ
ま
に
見
と
を
し
給
へ
は
こ
の
き
は
に
た
て
た
る
ひ
や
う
ふ
も
は
し
の
か
た
を
し
た
ゝ
ま
れ
た
る
に
ま
き
る
へ
き
木
丁
な
と
も
あ
つ
け
れ
は
に
や
う
ち
か
け
て
い
と
よ
く
見
い
れ
ら
る
火
ち
か
う
と
も
し
た
り
も
や
の
な
か
は
し
ら
に
そ
は
め
る
人
や
わ
か
心
か
く
る
と
３
オ
ま
つ
め
と
ゝ
め
給
へ
は
こ
き
あ
や
の
ひ
と
へ
か
さ
ね
な
め
り
な
に
ゝ
か
あ
ら
ん
う
へ
に
き
て
か
し
ら
つ
き
ほ
そ
や
か
に
ち
い
さ
き
人
の
物
け
な
き
す
か
た
そ
し
た
る
か
ほ
な
と
も
さ
し
む
か
ひ
た
る
人
な
と
に
も
わ
さ
と
見
ゆ
ま
し
う
も
て
な
し
た
り
て
つ
き
や
せ


に
て
い
た
う
ひ
き
か
く
し
た
め
り
い
ま
ひ
と
り
は
ひ
ん
か
し
む
き
に
て
残
る
所
な
く
見
ゆ
し
ろ
き
う
す
も
の
ゝ
ひ
と
へ
か
さ
ね
ふ
た
あ
ひ
の
こ
う
ち
き
た
つ
物
な
い
か
し
ろ
に
き
な
し
て
く
れ
な
ゐ
の
こ
し
ひ
き
ゆ
へ
る
き
は
ま
て
む
ね
３
ウ
あ
ら
は
に
は
う
そ
く
な
る
も
て
な
し
な
り
い
と
し
ろ
う
お
か
し
け
に
つ
ふ


と
こ
へ
て
そ
ゝ
ろ
か
な
る
人
の
か
し
ら
つ
き
ひ
た
い
つ
き
物
あ
さ
や
か
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に
ま
み
く
ち
つ
き
い
と
あ
い
行
つ
き
花
や
か
な
る
か
た
ち
な
り
か
み
は
い
と
ふ
さ
や
○か
に
て
な
か
く
は
あ
ら
ね
と
さ
か
り
は
か
た
の
ほ
と
い
と
き
よ
け
に
す
へ
て
ね
ち
け
た
る
所
な
く
お
か
し
け
な
る
人
と
見
え
た
り
む
へ
こ
そ
お
や
の
世
に
ふ
か
く
は
お
も
ふ
ら
め
と
お
か
し
く
見
給
ふ
心
ち
そ
な
を
し
つ
か
な
る
け
を
そ
へ
は
や
と
ふ
と
見
ゆ
る
か
と
な
き
に
は
４
オ
あ
る
ま
し
こ
う
ち
い
て
ゝ
け
ち
さ
す
わ
た
り
心
と
け
に
見
え
て
き
は


し
う
さ
う
と
け
は
お
く
の
人
は
い
と
し
つ
か
に
の
と
め
て
ま
ち
給
へ
や
そ
こ
は
ち
に
こ
そ
あ
ら
め
こ
の
わ
た
り
の
こ
う
を
こ
そ
な
と
い
へ
と
い
て
こ
の
た
ひ
は
ま
け
に
け
り
す
み
の
所


い
て


と
お
よ
ひ
を
か
ゝ
め
て
と
を
は
た
み
そ
よ
そ
な
と
か
そ
ふ
る
さ
ま
伊
与
の
ゆ
の
ゆ
け
た
も
た
と


し
か
る
ま
し
う
見
ゆ
す
こ
し
し
な
を
く
れ
た
り
た
と
し
へ
な
く
く
ち
お
ほ
ひ
て
さ
や
か
に
も
見
せ
ね
と
め
を
し
４
ウ
つ
と
つ
け
た
れ
は
を
の
つ
か
ら
そ
は
め
に
見
ゆ
め
す
こ
し
は
れ
た
る
心
ち
し
て
は
な
ゝ
と
も
あ
さ
や
か
な
る
所
な
う
ね
ひ
れ
て
に
ほ
は
し
き
所
も
見
え
す
い
ひ
た
つ
れ
は
わ
ろ
き
に
よ
れ
る
か
た
ち
を
い
と
い
た
う
も
て
つ
け
て
こ
の
ま
さ
れ
る
人
よ
り
は
心
あ
ら
ん
と
め
と
ゝ
め
つ
へ
き
さ
ま
し
た
り
に
き
は
ゝ
し
く
あ
い
行
つ
き
お
か
し
け
な
る
を
い
よ


ほ
こ
り
か
に
う
ち
と
け
て
わ
ら
ひ
な
と
そ
ほ
る
れ
は
に
ほ
ひ
お
ほ
く
見
え
て
さ
る
か
た
に
い
と
お
か
し
き
人
の
さ
ま
な
り
あ
は
つ
け
し
と
は
お
ほ
し
５
オ
な
か
ら
ま
め
な
ら
ぬ
御
心
は
こ
れ
も
え
お
ほ
し
は
な
つ
ま
し
か
り
け
り
見
給
ふ
か
き
り
の
人
は
打
ち
と
け
た
る
よ
な
く
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
そ
は
め
る
う
は
へ
を
の
み
こ
そ
見
給
へ
か
く
う
ち
と
け
た
る
人
の
あ
り
さ
ま
か
い
ま
見
な
と
は
ま
た
し
た
ま
は
さ
り
つ
る
事
な
れ
は
な
に
心
も
な
う
さ
や
か
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な
る
は
い
と
お
し
な
か
ら
ひ
さ
し
う
見
給
へ
ほ
し
き
に
こ
君
い
て
く
る
心
ち
す
れ
は
や
を
ら
い
て
給
ひ
ぬ
わ
た
と
の
ゝ
戸
く
ち
に
よ
り
居
給
へ
り
い
と
か
た
し
け
な
し
と
お
も
ひ
て
れ
い
な
ら
ぬ
人
５
ウ
侍
り
て
え
ち
か
う
も
よ
り
侍
ら
す
さ
て
今
夜
も
や
か
へ
し
て
ん
と
す
る
い
と
あ
さ
ま
し
う
か
ら
う
こ
そ
あ
へ
け
れ
と
の
給
へ
は
な
と
て
か
あ
な
た
に
か
へ
り
侍
り
な
は
た
は
か
り
侍
り
な
ん
と
き
こ
ゆ
さ
も
な
ひ
か
し
つ
へ
き
気
色
に
こ
そ
あ
ら
め
わ
ら
は
な
れ
と
物
の
心
は
へ
人
の
け
し
き
見
つ
へ
く
し
つ
ま
れ
る
を
と
お
ほ
す
な
り
け
り
碁
う
ち
は
て
つ
る
に
や
あ
ら
ん
打
そ
よ
め
く
心
ち
し
て
人


あ
か
る
ゝ
け
は
ひ
な
と
す
な
り
わ
か
君
は
い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
な
ら
ん
こ
の
み
か
う
し
は
６
オ
さ
し
て
ん
と
て
な
ら
す
な
り
し
つ
ま
り
ぬ
な
り
さ
ら
は
た
は
か
れ
と
の
給
こ
の
子
も
い
も
う
と
の
心
は
た
は
む
と
こ
ろ
な
く
ま
め
た
ち
た
れ
は
い
ひ
あ
は
せ
ん
方
な
く
て
人
す
く
な
ゝ
ら
ん
お
り
に
い
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
も
ふ
な
り
け
り
き
の
か
み
の
い
も
う
と
も
こ
な
た
に
あ
る
か
我
に
か
い
ま
見
さ
せ
よ
と
の
給
へ
と
い
か
て
か
さ
は
侍
ら
ん
か
う
し
に
は
木
丁
そ
へ
て
侍
る
と
聞
ゆ
さ
か
し
さ
れ
と
も
と
お
か
し
く
お
ほ
せ
と
見
つ
と
は
し
ら
せ
し
い
と
お
し
と
お
ほ
し
て
夜
ふ
く
る
心
も
と
な
６
ウ
さ
を
の
給
ふ
こ
の
た
ひ
は
つ
ま
戸
を
た
ゝ
き
て
い
る
み
な
人


し
つ
ま
り
ね
に
け
り
こ
の
さ
う
し
く
ち
に
ま
ろ
は
ね
た
ら
ん
風
ふ
き
と
を
せ
と
て
た
ゝ
み
ひ
ろ
け
て
ふ
す
こ
た
ち
ひ
ん
か
し
の
ひ
さ
し
に
い
と
あ
ま
た
ね
た
る
へ
し
戸
は
な
ち
つ
る
わ
ら
は
も
そ
な
た
に
い
り
て
ふ
し
ぬ
れ
は
と
は
か
り
そ
ら
ね
し
て
火
あ
か
き
方
に
ひ
や
う
ふ
を
ひ
ろ
け
て
か
け
ほ
の
か
な
る
に
や
を
ら
い
れ
奉
る
い
か
に
そ
お
こ
か
ま
し
き
こ
と
も
こ
そ
と
お
15
ほ
す
に
い
と
つ
ゝ
ま
し
け
れ
と
み
ち
ひ
く
ま
ゝ
に
７
オ
も
や
の
木
丁
の
か
た
ひ
ら
ひ
き
あ
け
て
い
と
や
を
ら
い
り
給
ふ
と
す
れ
と
み
な
し
つ
ま
れ
る
夜
の
御
そ
の
け
は
ひ
や
は
ら
か
な
る
し
も
い
と
し
る
か
り
け
り
女
は
さ
こ
そ
わ
す
れ
給
ふ
を
う
れ
し
き
に
お
も
ひ
な
せ
と
あ
や
し
く
ゆ
め
の
や
う
な
る
事
を
心
に
は
な
る
ゝ
お
り
な
き
こ
ろ
に
て
心
と
け
た
る
い
た
に
ね
ら
れ
す
な
ん
ひ
る
は
な
か
め
よ
る
は
ね
さ
め
か
ち
に
な
れ
は
春
な
ら
ぬ
こ
の
め
も
い
と
な
く
な
け
か
し
き
に
こ
う
ち
つ
る
君
今
夜
は
こ
な
た
に
と
い
ま
め
か
し
く
う
ち
か
た
ら
ひ
て
７
ウ
ね
に
け
り
わ
か
き
人
は
な
に
心
な
く
い
と
よ
く
ま
と
ろ
み
た
る
へ
し
か
ゝ
る
け
は
ひ
の
い
と
か
う
は
し
く
打
に
ほ
ふ
に
か
ほ
を
も
た
け
た
る
に
ひ
と
へ
う
ち
か
け
た
る
木
丁
の
す
き
ま
に
く
ら
け
れ
と
打
み
し
ろ
き
よ
る
け
は
ひ
い
と
し
る
し
あ
さ
ま
し
く
お
ほ
え
て
と
も
か
く
も
お
も
ひ
わ
か
れ
す
や
を
ら
お
き
出
て
す
ゝ
し
な
る
ひ
と
へ
を
き
て
す
へ
り
い
て
に
け
り
君
は
い
り
給
ひ
て
た
ゝ
ひ
と
り
ふ
し
た
る
を
心
や
す
く
お
ほ
す
ゆ
か
の
し
も
に
ふ
た
り
は
か
り
そ
ふ
し
た
る
き
ぬ
を
ゝ
し
や
り
８
オ
て
よ
り
給
へ
る
に
あ
り
し
け
は
ひ
よ
り
は
も
の


し
く
お
ほ
ゆ
れ
と
お
も
ほ
し
も
よ
ら
す
か
し
い
き
た
な
き
さ
ま
な
と
そ
あ
や
し
く
か
は
り
て
や
う


見
あ
ら
は
し
給
ひ
て
あ
さ
ま
し
く
心
や
ま
し
け
れ
と
人
た
か
へ
と
た
と
り
て
見
え
ん
も
お
こ
か
ま
し
く
あ
や
し
と
お
も
ふ
へ
し
ほ
い
の
人
を
た
つ
ね
よ
ら
ん
も
か
は
か
り
の
か
る
ゝ
心
あ
め
れ
は
か
ひ
な
く
お
こ
に
こ
そ
お
も
は
め
と
お
ほ
す
か
の
お
か
し
か
り
つ
る
ほ
か
け
な
ら
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
に
お
ほ
し
な
る
も
わ
ろ
き
御
心
あ
さ
ゝ
８
ウ
な
め
り
か
し
や
う


め
さ
め
て
い
と
お
ほ
え
す
16
あ
さ
ま
し
き
に
あ
き
れ
た
る
け
し
き
に
て
な
に
の
心
ふ
か
く
い
と
お
し
き
よ
う
い
も
な
し
世
中
を
ま
た
お
も
ひ
し
ら
ぬ
ほ
と
よ
り
は
さ
れ
は
み
た
る
か
た
に
て
あ
へ
か
に
も
お
も
ひ
ま
と
は
す
わ
れ
と
も
し
ら
せ
し
と
お
ほ
せ
と
い
か
に
し
て
か
ゝ
る
事
そ
と
の
ち
に
お
も
ひ
め
く
ら
さ
ん
も
わ
か
た
め
に
は
こ
と
に
も
あ
ら
ね
と
あ
の
つ
ら
き
人
の
あ
な
か
ち
に
世
を
つ
ゝ
む
も
さ
す
か
に
い
と
を
し
け
れ
は
た
ひ


の
御
方
た
か
へ
に
こ
と
つ
け
９
オ
給
し
さ
ま
を
い
と
よ
う
い
ひ
な
し
給
ふ
た
と
ら
ん
人
は
心
え
つ
へ
け
れ
と
ま
た
い
と
わ
か
き
心
ち
に
さ
こ
そ
さ
し
す
き
た
る
や
う
な
れ
と
え
し
も
思
ひ
わ
か
す
に
く
し
と
は
な
け
れ
と
御
心
と
ま
る
へ
き
ゆ
へ
も
な
き
心
ち
し
て
な
と
か
の
う
れ
た
き
人
の
心
を
い
み
し
く
お
ほ
す
い
つ
こ
に
は
ひ
ま
き
れ
て
か
た
く
な
し
と
お
も
ひ
ゐ
た
ら
ん
か
く
し
う
ね
き
人
は
あ
り
か
た
き
物
を
と
お
ほ
す
に
し
も
あ
や
に
く
に
ま
き
れ
か
た
く
お
も
ひ
出
ら
れ
給
こ
の
人
の
な
ま
心
な
く
わ
か
や
か
な
る
け
は
ひ
９
ウ
も
あ
は
れ
な
れ
は
さ
す
か
に
な
さ
け


し
く
ち
き
り
を
か
せ
給
ふ
人
し
り
た
る
事
よ
り
も
か
や
う
な
る
は
あ
は
れ
そ
ふ
こ
と
ゝ
な
ん
む
か
し
人
も
い
ひ
け
る
あ
ひ
お
も
ひ
給
へ
よ
つ
ゝ
む
事
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
は
身
な
か
ら
心
に
も
え
ま
か
す
ま
し
く
な
ん
あ
り
け
る
ま
た
さ
る
へ
き
人


も
ゆ
る
さ
れ
し
か
し
と
か
ね
て
む
ね
い
た
く
な
ん
わ
す
れ
て
ま
ち
給
へ
よ
な
と
な
を


し
う
か
た
ら
ひ
給
ふ
人
の
お
も
ひ
は
へ
ら
ん
こ
と
の
は
つ
か
し
き
に
な
ん
え
き
こ
え
さ
す
ま
し
き
と
う
ら
も
10
オ
な
く
い
ふ
な
へ
て
人
に
し
ら
せ
は
こ
そ
あ
ら
め
こ
の
ち
い
さ
き
う
へ
人
な
と
に
つ
た
へ
て
き
こ
え
ん
け
し
き
な
く
も
て
な
し
給
へ
な
と
い
ひ
を
き
て
か
の
ぬ
き
す
へ
し
た
る
う
す
こ
ろ
も
を
と
り
17
て
い
て
給
ぬ
小
君
ち
か
く
ふ
し
た
る
を
お
こ
し
た
ま
へ
は
う
し
ろ
め
た
う
も
お
も
ひ
つ
ゝ
ね
け
れ
は
ふ
と
お
と
ろ
き
ぬ
戸
を
や
を
ら
を
し
あ
く
る
に
お
い
た
る
こ
た
ち
の
こ
ゑ
に
て
あ
れ
は
た
そ
と
お
と
ろ


し
く
と
ふ
わ
つ
ら
は
し
く
て
ま
ろ
そ
と
い
ら
ふ
夜
な
か
に
こ
は
な
そ
10
ウ
あ
り
か
せ
給
ふ
と
さ
か
し
か
り
て
と
さ
ま
へ
く
い
と
に
く
ゝ
て
あ
ら
す
た
ゝ
こ
ゝ
も
と
へ
い
つ
る
そ
と
て
君
を
ゝ
し
い
て
奉
る
に
あ
か
つ
き
ち
か
き
月
く
ま
な
く
さ
し
出
て
ふ
と
人
の
か
け
見
え
け
れ
は
又
お
は
す
る
は
た
そ
と
ゝ
ふ
み
ん
ふ
の
お
も
と
な
め
り
け
し
う
は
あ
ら
ぬ
お
も
と
の
た
け
た
ち
な
り
な
と
い
ふ
た
け
た
か
き
人
の
つ
ね
に
わ
ら
は
る
ゝ
を
い
ふ
な
り
け
り
お
い
人
こ
れ
を
つ
ら
ね
て
あ
り
き
け
る
と
お
も
ひ
て
い
ま
た
ゝ
い
ま
た
ち
な
ら
ひ
給
ひ
な
ん
と
い
ふ


わ
れ
も
11
オ
こ
の
戸
よ
り
い
て
ゝ
く
わ
ひ
し
け
れ
と
え
は
た
を
し
か
へ
さ
て
わ
た
と
の
ゝ
く
ち
に
か
ひ
そ
ひ
て
か
く
れ
た
ち
給
へ
れ
は
こ
の
お
も
と
さ
し
よ
り
て
お
も
と
は
こ
よ
ひ
は
う
へ
に
や
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
お
と
ゝ
ひ
よ
り
は
ら
を
や
み
て
い
と
わ
り
な
け
れ
は
し
も
に
侍
り
つ
る
を
人
す
く
な
ゝ
り
と
て
め
し
し
か
は
よ
へ
ま
う
の
ほ
り
し
か
と
な
を
え
た
う
ま
し
く
な
ん
と
う
れ
ふ
い
ら
へ
も
き
か
て
あ
な
は
ら


い
ま
き
こ
え
ん
と
て
す
き
ぬ
る
に
か
ら
う
し
て
出
給
ふ
な
を
か
ゝ
る
あ
り
き
は
か
ろ


し
く
11
ウ
あ
や
う
か
り
け
り
と
い
よ


お
ほ
し
こ
り
ぬ
へ
し
小
君
御
車
の
し
り
に
て
二
条
院
に
お
は
し
ま
し
ぬ
あ
り
さ
ま
の
給
ひ
て
お
さ
な
か
り
け
り
と
あ
は
め
給
ひ
て
か
の
人
の
心
を
つ
ま
は
し
き
を
し
つ
ゝ
う
ら
み
給
ふ
い
と
お
し
う
て
物
も
き
こ
え
す
い
と
ふ
か
う
に
く
み
給
ふ
へ
か
め
れ
は
身
も
う
く
お
も
ひ
は
て
ぬ
な
と
か
よ
そ
に
て
も
な
つ
か
し
き
18
い
ら
へ
は
か
り
は
し
給
ふ
ま
し
き
い
よ
の
す
け
に
お
と
り
け
る
身
こ
そ
な
と
心
つ
き
な
し
と
お
も
ひ
て
の
給
ふ
あ
り
つ
る
こ
う
ち
き
を
さ
す
12
オ
か
に
御
そ
の
し
た
に
ひ
き
い
れ
て
お
ほ
と
の
こ
も
れ
り
こ
君
を
お
ま
へ
に
ふ
せ
て
よ
ろ
つ
に
う
ら
み
か
つ
は
か
た
ら
ひ
給
ふ
あ
こ
は
ら
う
た
け
れ
と
つ
ら
き
ゆ
か
り
に
こ
そ
え
お
も
ひ
は
つ
ま
し
け
れ
と
ま
め
や
か
に
の
給
を
い
と
わ
ひ
し
と
思
ひ
た
り
し
は
し
打
や
す
み
給
へ
と
ね
ら
れ
給
は
す
御
す
ゝ
り
い
そ
き
め
し
て
さ
し
は
へ
た
る
御
ふ
み
に
は
あ
ら
て
た
ゝ
て
な
ら
ひ
の
や
う
に
か
き
す
さ
ひ
給
う
つ
せ
み
の
身
を
か
へ
て
け
る
木
の
も
と
に
猶
人
か
ら
の
な
つ
か
し
き
か
な
と
か
き
給
へ
る
を
ふ
と
12
ウ
こ
ろ
に
ひ
き
い
れ
て
も
た
り
か
の
人
も
い
か
に
お
も
ふ
ら
ん
と
い
と
お
し
け
れ
と
か
た


お
も
ほ
し
か
へ
し
て
御
こ
と
つ
け
も
な
し
か
の
う
す
き
ぬ
は
こ
う
ち
き
の
い
と
な
つ
か
し
き
人
か
に
し
め
る
を
身
ち
か
く
な
ら
し
て
見
ゐ
給
へ
り
こ
君
か
し
こ
に
い
き
た
れ
は
あ
ね
君
ま
ち
つ
け
て
い
み
し
く
の
給
ふ
あ
さ
ま
し
か
り
し
に
と
か
く
ま
き
ら
は
し
て
も
人
の
お
も
は
ん
事
さ
り
と
こ
ろ
な
き
に
い
と
な
む
わ
り
な
き
い
と
か
う
心
お
さ
な
き
心
は
へ
を
か
つ
は
い
か
に
お
も
ほ
す
ら
ん
と
て
は
つ
か
し
め
給
ふ
13
オ
ひ
た
り
み
き
に
く
る
し
く
お
も
へ
と
か
の
御
て
な
ら
ひ
と
り
出
た
り
さ
す
か
に
と
り
て
見
給
か
の
も
ぬ
け
を
い
か
に
い
せ
お
の
あ
ま
の
し
ほ
な
れ
て
や
な
と
お
も
ふ
も
た
ゝ
な
ら
す
よ
ろ
つ
に
み
た
れ
た
り
に
し
の
君
も
物
は
つ
か
し
き
心
ち
し
て
わ
た
り
給
に
け
り
又
し
る
人
も
な
き
事
な
れ
は
人
し
れ
す
打
な
か
め
て
居
た
り
こ
君
の
わ
た
り
あ
り
く
に
つ
け
て
も
む
ね
の
み
ふ
た
か
れ
と
御
せ
う
そ
こ
も
な
し
あ
さ
ま
し
と
お
も
ひ
う
る
方
も
な
く
て
さ
れ
た
る
心
に
も
物
あ
は
れ
19
13
ウ
な
る
へ
し
つ
れ
な
き
人
も
さ
こ
そ
し
つ
む
れ
い
と
あ
さ
は
か
に
も
あ
ら
ぬ
御
け
し
き
を
あ
り
し
な
か
ら
の
わ
か
身
な
ら
い
と
と
り
か
へ
す
物
な
ら
ね
と
し
の
ひ
か
た
け
れ
は
こ
の
御
た
ゝ
う
か
み
の
か
た
は
ら
に
う
つ
せ
み
の
は
に
を
く
露
の
木
か
く
れ
て
し
の
ひ


に
ぬ
る
ゝ
袖
か
な
14
オ
20
(
夕
か
ほ)
六
条
わ
た
り
の
御
し
の
ひ
あ
り
き
の
比
内
よ
り
ま
か
て
給
な
か
や
と
り
に
大
弐
の
め
の
と
い
た
く
わ
つ
ら
ひ
て
あ
ま
に
な
り
に
け
る
と
ふ
ら
は
ん
と
て
五
条
な
る
家
た
つ
ね
て
お
は
し
た
り
・
御
車
い
る
へ
き
門
は
さ
し
た
り
け
れ
は
人
し
て
こ
れ
み
つ
め
さ
せ
て
待
せ
給
け
る
程
む
つ
か
し
け
な
る
お
ほ
ち
の
さ
ま
を
み
わ
た
し
給
へ
る
に
こ
の
家
の
か
た
は
ら
に
ひ
か
き
と
い
ふ
物
あ
た
ら
し
う
し
て
か
み
は
は
し
と
みみ
四
五
間
は
か
り
あ
け
わ
た
し
て
す
た
れ
な
と
も
い
と
し
ろ
う
す
ゝ
し
け
な
る
に
お
か
し
き
ひ
た
ひ
つ
き
の
す
き
か
け
あ
ま
た
み
え
て
の
そ
く
立
さ
ま
１
オ
よ
ふ
ら
ん
し
も
つ
か
た
お
も
ひ
や
る
に
あ
な
か
ち
に
た
け
た
か
き
心
ち
そ
す
る
い
か
な
る
も
の
ゝ
つ
と
へ
る
な
ら
む
と
や
う
か
は
り
て
お
ほ
さ
る
御
車
も
い
た
う
や
つ
し
給
へ
り
さ
き
も
を
は
せ
給
は
す
た
れ
と
か
し
ら
ん
と
う
ち
と
け
給
て
す
こ
し
さ
し
の
そ
き
給
へ
れ
は
か
と
は
し
と
み
の
や
う
な
る
を
し
あ
け
た
る
見
い
れ
の
ほ
と
な
く
物
は
か
な
き
す
ま
ゐ
を
哀
に
い
つ
こ
か
さ
し
て
と
お
も
ほ
し
な
せ
は
玉
の
う
て
な
も
お
な
し
事
な
り
き
り
か
け
た
つ
物
に
い
と
あ
を
や
か
な
る
か
つ
ら
の
心
ち
よ
け
に
は
ひ
か
ゝ
れ
る
に
し
ろ
き
花
そ
を
の
れ
ひ
と
１
ウ
り
ゑ
み
の
ま
ゆ
ひ
ら
け
た
る
を
ち
か
た
人
に
物
申
と
ひ
と
り
こ
ち
給
ふ
を
み
す
い
し
ん
つ
い
ゐ
て
か
の
し
ろ
く
さ
け
る
を
な
ん
夕
か
ほ
と
申
侍
花
の
名
は
人
め
き
て
か
う
あ
や
し
き
か
き
ね
に
な
ん
さ
き
侍
け
る
と
申
す
け
に
い
と
こ
家
か
ち
に
む
つ
か
し
け
な
る
わ
た
り
の
こ
の
も
か
の
も
あ
や
し
う
う
ち
よ
ろ
ほ
ひ
て
む
ね


し
か
ら
ぬ
軒
の
つ
ま
な
と
に
は
ひ
ま
とつ
は
れ
た
る
を
く
ち
お
し
きの
花
の
ち
き
り
や
一
ふ
さ
お
り
て
ま
い
れ
と
の
給
へ
は
此
を
し
あ
け
た
る
門
に
入
て
お
る
・
さ
す
か
に
さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち
に
き
な
る
す
ゝ
し
の
ひ
と
へ
は
か
ま
２
オ
21
な
か
く
き
な
し
た
る
わ
ら
は
の
お
か
し
け
な
る
い
て
き
て
う
ち
ま
ね
く
し
ろ
き
あ
ふ
き
の
い
た
う
こ
か
し
た
る
を
是
に
を
き
て
ま
い
ら
せ
よ
え
た
も
情
な
け
な
め
る
花
を
と
て
と
ら
せ
た
れ
は
か
と
あ
け
て
こ
れ
み
つ
の
あ
そ
む
い
て
き
た
る
し
て
た
て
ま
つ
ら
す
・
か
き
を
を
き
ま
と
は
し
侍
て
い
と
ふ
ひ
ん
な
る
わ
さ
な
り
や
も
の
ゝ
あ
や
め
み
給
へ
分
へ
き
人
も
侍
ら
ぬ
わ
た
り
な
れ
と
ら
う
か
は
し
き
お
ほ
ち
に
た
ち
お
は
し
ま
し
て
と
か
し
こ
ま
り
申
ひ
き
入
て
お
り
た
ま
ふ
・
こ
れ
○みつ
か
あ
に
の
あ
さ
り
む
こ
の
三
河
の
か
み
む
す
め
な
と
わ
た
り
つ
と
ひ
２
ウ
た
る
程
に
か
く
お
は
し
ま
し
た
る
よ
ろ
こ
ひ
を
又
な
き
こ
と
に
か
し
こ
ま
る
・
あ
ま
君
も
お
き
あ
か
り
て
お
し
け
な
き
身
な
れ
と
捨
か
た
く
お
も
ふ
給
へ
つ
る
事
は
た
ゝ
か
く
お
前
に
さ
ふ
ら
ひ
御
ら
ん
せ
ら
る
ゝ
こ
と
の
か
は
り
侍
な
ん
事
を
く
ち
お
し
う
お
も
ふ
給
へ
た
ゆ
た
ひ
し
か
と
い
む
こ
と
の
し
る
し
に
よ
み
帰
り
て
な
む
か
く
わ
た
り
お
は
し
ま
す
を
見
給
へ
侍
ぬ
れ
は
今
な
む
あ
み
た
ほ
と
け
の
御
光
も
心
き
よ
く
ま
た
れ
侍
へ
き
な
と
き
こ
え
て
よ
は
け
に
な
く
・
日
こ
ろ
を
こ
た
り
か
た
く
も
の
せ
ら
る
ゝ
を
や
す
か
ら
す
な
け
き
わ
た
り
つ
る
に
か
く
世
を
は
な
る
３
オ
る
さ
ま
に
も
の
ゝし
給
へ
は
い
と
あ
は
れ
に
く
ち
お
し
う
な
む
い
の
ち
な
か
く
て
猶
く
ら
ゐ
た
か
く
な
と
も
見
な
し
給
へ
さ
て
こ
そ
こ
ゝ
の
し
な
の
か
み
に
も
さ
は
り
な
く
生
れ
給
は
め
こ
の
世
に
す
こ
し
う
ら
み
残
る
は
わ
ろ
き
わ
さ
と
な
ん
き
く
な
と
涙
く
み
て
の
給
・
か
た
ほ
な
る
を
た
に
め
の
と
な
と
や
う
の
お
も
ふ
へ
き
人
は
あ
さ
ま
し
う
ま
ほ
に
み
な
す
物
を
ま
し
て
い
と
お
も
た
ゝ
し
う
な
つ
さ
ひ
つ
か
う
ま
つ
り
け
ん
身
も
い
た
は
し
く
か
た
し
け
な
く
お
も
ほ
ゆ
へ
か
め
れ
は
す
ゝ
ろ
に
涙
か
ち
也
こ
と
も
は
い
と
見
く
る
し
と
思
て
そ
む
き
ぬ
る
よ
の
さ
り
か
た
３
ウ
き
や
う
に
み
つ
か
ら
ひ
そ
み
御
ら
ん
せ
ら
れ
給
ふ
と
つ
き
し
ろ
ひ
め
く
は
す
・
君
は
い
と
哀
と
お
も
ほ
し
て
い
は
け
な
か
り
け
る
ほ
と
に
お
も
ふ
へ
き
人
々
の
う
ち
す
て
ゝ
22
も
の
し
給
に
け
る
な
こ
り
は
く
ゝ
む
人
あ
ま
た
あ
る
や
う
な
り
し
か
と
し
た
し
く
思
ひ
む
つ
ふ
る
す
ち
は
又
な
く
な
む
お
も
ほ
え
し
人
と
な
り
て
後
は
限
り
あ
れ
は
朝
夕
に
し
も
え
み
た
て
ま
つ
ら
す
心
の
ま
ゝ
に
と
ふ
ら
ひ
ま
う
つ
る
事
は
な
け
れ
と
な
を
ひ
と
し
う
た
い
め
ん
せ
ぬ
時
は
心
ほ
そ
く
お
ほ
ゆ
る
を
さ
ら
ぬ
別
は
な
く
も
か
な
と
な
む
な
と
こ
ま
や
か
に
か
た
ら
ひ
給
て
を
し
４
オ
の
こ
ひ
給
へ
る
袖
の
に
ほ
ひ
も
い
と
所
せ
き
ま
て
か
ほ
り
み
ち
た
る
に
け
に
よ
に
思
へ
は
を
し
な
へ
た
ら
ぬ
人
の
御
す
く
せ
そ
か
し
と
あ
ま
君
を
も
と
か
し
と
み
つ
る
子
と
も
み
な
う
ち
し
ほ
た
れ
け
り
・
す
ほ
う
な
と
又


は
し
む
へ
き
こ
と
な
と
を
き
て
の
た
ま
は
せ
て
出
給
と
て
こ
れ
み
つ
に
し
そ
く
め
し
て
有
つ
る
扇
御
ら
ん
す
れ
は
も
て
な
ら
し
た
る
う
つ
り
か
い
と
し
み
ふ
か
う
な
つ
か
し
う
て
お
か
し
う
す
さ
ひ
か
き
た
り
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
そ
見
る
し
ら
露
の
ひ
か
り
そ
へ
た
る
夕
か
ほ
の
花
そ
こ
は
か
と
な
く
か
き
ま
き
ら
４
ウ
は
し
た
る
も
あ
て
は
か
に
ゆ
へ
つ
き
た
れ
は
い
と
思
ひ
の
外
に
お
か
し
う
お
ほ
え
給
・
こ
れ
み
つ
に
此
に
し
な
る
家
は
何
人
の
す
む
そ
と
ひ
き
ゝ
た
り
や
と
の
給
へ
は
れ
い
の
う
る
さ
き
御
心
と
は
お
も
へ
と
も
さ
は
申
さ
て
此
五
六
日
爰
に
侍
れ
と
病
さ
の
こ
と
を
思
た
ま
へ
あ
つ
か
ひ
侍
程
に
と
な
り
の
事
は
え
き
ゝ
侍
ら
す
な
と
は
し
た
な
や
か
に
き
こ
ゆ
れ
は
に
く
し
と
こ
そ
思
ひ
た
れ
な
さ
れ
と
此
扇
の
た
つ
ぬ
へ
き
故
あ
り
て
み
ゆ
る
を
猶
此
わ
た
り
の
心
し
れ
ら
ん
も
の
を
め
し
て
と
へ
と
の
給
へ
は
い
り
て
こ
の
や
と
も
り
な
る
お
の
こ
を
よ
ひ
て
と
ひ
き
く
・
や
う
め
い
５
オ
の
す
け
な
る
人
の
家
に
な
ん
侍
け
る
お
と
こ
は
ゐ
中
に
ま
か
り
て
女
な
む
わ
か
く
こ
と
こ
の
み
て
は
ら
か
ら
な
と
宮
つ
か
へ
人
に
て
き
か
よ
ふ
と
申
く
は
し
き
事
は
し
も
人
の
え
し
り
侍
ら
ぬ
に
や
あ
ら
ん
と
き
こ
ゆ
さ
ら
は
其
宮
つ
か
へ
人
な
ゝ
り
し
た
り
か
ほ
に
物
な
れ
て
い
へ
る
か
な
と
め
さ
ま
し
か
る
へ
き
き
は
に
や
あ
ら
ん
と
お
ほ
せ
と
さ
し
て
23
き
こ
え
か
ゝ
る
心
の
に
く
か
ら
す
す
く
し
か
た
き
そ
れ
い
の
こ
の
か
た
に
は
お
も
か
ら
ぬ
御
心
な
め
る
か
し
・
御
た
ゝ
う
か
み
に
い
た
う
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
か
き
か
へ
た
ま
ひ
て
よ
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
み
め
た
そ
か
れ
に
ほ
の


５
ウ
み
つ
る
花
の
夕
か
ほ
あ
り
つ
る
御
す
い
し
ん
し
て
つ
か
は
す
・
ま
た
み
ぬ
御
さ
ま
な
り
け
れ
と
い
と
し
ろ
く
お
も
ひ
あ
て
ら
れ
た
ま
へ
る
御
そ
は
め
を
見
す
く
さ
て
さ
し
お
と
ろ
か
し
け
る
を
い
ら
へ
給
は
て
程
へ
け
れ
は
な
ま
は
し
た
な
き
に
か
く
わ
さ
と
め
か
し
け
れ
は
あ
ま
へ
て
い
か
に
き
こ
え
む
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
へ
か
め
れ
と
め
さ
ま
し
と
思
て
す
い
し
ん
は
ま
い
り
ぬ
・
御
さ
き
の
ま
つ
ほ
の
か
に
て
い
と
し
の
ひ
て
出
給
は
し
と
み
は
お
ろ
し
て
け
り
隙
々
よ
り
み
ゆ
る
火
の
ひ
か
り
ほ
た
る
よ
り
け
に
ほ
の
か
に
あ
は
れ
な
り
・
御
心
さ
し
の
所
に
は
こ
た
ち
せ
ん
さ
い
な
と
６
オ
な
へ
て
の
所
に
ゝ
す
い
と
の
と
か
に
心
に
く
ゝ
す
み
な
し
給
へ
り
う
ち
と
け
ぬ
御
あ
り
さ
ま
な
と
の
け
し
き
こ
と
な
る
に
あ
り
つ
る
か
き
ね
お
も
ほ
し
い
て
ら
る
へ
く
も
あ
ら
す
か
し
つ
と
め
て
す
こ
し
ね
す
く
し
給
へひ
て
日
さ
し
出
る
程
に
出
給
あ
さ
け
の
す
か
た
は
け
に
人
の
め
て
き
こ
え
む
も
こ
と
は
り
な
る
御
さ
ま
な
り
け
り
・
け
ふ
も
此
し
と
み
の
前
わ
た
り
し
給
き
し
か
た
も
過
給
け
む
わ
た
り
な
れ
と
た
ゝ
は
か
な
き
ひ
と
ふ
し
に
御
心
と
ま
り
て
い
か
な
る
人
の
す
み
か
な
ら
ん
と
は
ゆ
き
ゝ
に
御
め
と
ま
り
給
け
り
・
こ
れ
み
つ
日
こ
ろ
あ
り
て
ま
い
れ
り
わ
つ
ら
ひ
侍
６
ウ
人
猶
よ
は
け
に
侍
れ
は
と
か
く
み
給
へ
あ
つ
か
ひ
て
な
ん
な
と
き
こ
え
て
ち
か
く
ま
い
り
よ
り
て
き
こ
ゆ
お
ほ
せ
ら
れ
し
後
な
む
と
な
り
の
事
し
り
て
侍
も
の
よ
ひ
て
と
は
せ
侍
し
か
と
は
か


敷
も
申
侍
す
い
と
し
の
ひ
て
さ
月
の
比
ほ
ひ
よ
り
も
の
し
給
人
な
ん
あ
る
へ
け
れ
と
其
人
と
は
更
に
家
の
う
ち
の
人
に
た
に
し
ら
せ
す
と
な
む
申
時
々
中
か
き
の
か
ひ
ま
み
し
侍
に
け
に
わ
か
き
お
ん
な
と
も
の
す
き
か
け
見
え
侍
し
ひ
ら
た
つ
物
か
こ
と
は
か
り
引
か
け
て
か
し
つ
く
人
侍
な
め
り
き
の
ふ
夕
日
の
名
残
24
な
く
さ
し
い
り
て
侍
し
に
文
か
く
と
て
ゐ
て
侍
し
人
の
か
ほ
７
オ
こ
そ
い
と
よ
く
侍
し
か
物
お
も
へ
る
け
は
ひ
し
て
あ
る
人
々
も
忍
ひ
て
う
ち
な
く
さ
ま
な
と
な
ん
し
る
く
見
え
侍
と
き
こ
ゆ
・
君
う
ち
ゑ
み
た
ま
ひ
て
し
ら
は
や
と
お
も
ほ
し
た
り
お
ほ
え
お
も
か
る
へ
き
御
身
の
程
な
れ
は
御
よ
は
ひ
の
程
人
の
な
ひ
き
め
て
き
こ
え
た
る
さ
ま
な
と
お
も
ふ
に
は
す
き
給
は
さ
ら
ん
も
情
な
く
さ
う


し
か
る
へ
し
か
し
人
の
う
け
ひ
か
ぬ
程
に
て
た
に
猶
さ
り
ぬ
へ
き
あ
た
り
の
こ
と
は
こ
の
ま
し
う
お
ほ
ゆ
る
物
を
と
お
も
ひ
を
り
・
も
し
見
給
へ
う
る
こ
と
も
や
侍
と
は
か
な
き
つ
ゐ
て
つ
く
り
出
て
せ
う
そ
こ
な
と
つ
か
は
し
た
り
き
か
き
な
れ
た
７
ウ
る
手
し
て
く
ち
と
く
か
へ
り
こ
と
○なと
し
侍
り
き
い
と
く
ち
お
し
う
は
あ
ら
ぬ
わ
か
人
と
も
な
ん
侍
め
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
な
を
い
ひ
よ
れ
尋
し
ら
て
は
さ
う


し
か
り
な
ん
と
の
給
か
の
し
も
か
し
も
と
人
の
思
ひ
捨
し
す
ま
ひ
な
れ
と
其
中
に
も
お
も
ひ
の
外
に
く
ち
お
し
か
ら
ぬ
を
見
つ
け
た
ら
は
と
め
つ
ら
し
う
お
も
ほ
す
な
り
け
り
・
さ
て
か
の
空
蝉
の
あ
さ
ま
し
う
つ
れ
な
き
を
此
よ
の
人
に
は
た
か
ひ
て
お
ほ
す
に
お
い
ら
か
な
ら
ま
し
か
は
心
く
る
し
き
あ
や
ま
ち
に
て
も
や
み
ぬ
へ
き
を
い
と
ね
た
く
ま
け
て
や
み
な
む
を
心
に
か
ゝ
ら
ぬ
折
ふな
し
・
か
や
う
の
な
み


ま
て
８
オ
は
お
も
ほ
し
か
ゝ
ら
さ
り
つ
る
を
あ
り
し
あ
ま
夜
の
し
な
さ
た
め
の
後
い
ふ
か
し
く
お
も
ほ
し
な
る
し
な


あ
る
に
い
と
ゝ
く
ま
な
く
成
ぬ
る
御
心
な
め
り
か
し
・
う
ら
も
な
く
ま
ち
き
こ
え
か
ほ
な
る
か
た
つ
か
た
人
を
哀
と
お
ほ
さ
ぬ
に
し
も
あ
ら
ね
と
つ
れ
な
く
て
き
ゝ
ゐ
た
ら
む
事
の
は
つ
か
し
け
れ
は
ま
つ
こ
な
た
の
心
見
は
て
ゝ
と
お
ほ
す
程
に
い
よ
の
す
け
の
ほ
り
ぬ
ま
つ
い
そ
き
ま
い
れ
り
ふ
な
み
ち
の
し
わ
さ
と
て
す
こ
し
く
ろ
み
や
つ
れ
た
る
た
ひ
す
か
た
い
と
ふ
つ
ゝ
か
に
心
つ
き
な
し
さ
れ
と
人
も
い
や
し
か
ら
ぬ
す
ち
に
か
た
ち
な
と
ね
ひ
た
れ
○と
８
ウ
き
よ
け
に
て
た
ゝ
な
ら
す
け
し
き
よ
し
つ
き
て
な
と
25
そ
有
け
る
・
く
に
の
物
か
た
り
な
と
申
に
ゆ
け
た
は
い
く
つ
と
と
は
ま
ほ
し
く
お
ほ
せ
と
あ
ひ
な
く
ま
は
ゆ
く
て
御
心
の
う
ち
に
お
ほ
し
い
つ
る
事
も
さ
ま


な
り
も
の
ま
め
や
か
な
る
お
と
な
を
か
く
お
も
ふ
も
実
に
お
こ
か
ま
し
う
う
し
ろ
め
た
き
わ
さ
な
り
や
け
に
是
そ
な
の
め
な
ら
ぬ
か
た
わ
な
る
へ
か
○りけ
め
る
と
馬
の
か
み
の
い
さ
め
お
ほ
し
出
て
い
と
を
し
き
に
つ
れ
な
き
心
は
ね
た
け
れ
と
人
の
た
め
は
哀
と
お
ほ
し
な
さ
る
・
む
す
め
を
は
さ
る
へ
き
人
に
あ
つ
け
て
北
の
方
を
○は
ゐ
て
く
た
り
ぬ
へ
し
と
９
オ
き
ゝ
給
に
一
か
た
な
ら
す
心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
今
一
た
ひ
は
え
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
や
と
こ
君
を
か
くた
ら
ひ
給
へ
と
人
の
心
を
あ
は
せ
た
ら
ん
こ
と
に
て
た
に
か
ろ
ら
か
に
え
し
も
ま
き
れ
た
ま
ふ
ま
し
き
を
ま
し
て
に
け
な
き
事
に
思
て
今
更
に
見
く
る
し
か
る
へ
し
と
思
ひ
は
な
れ
た
り
さ
す
か
に
た
え
て
お
も
ほ
し
わ
す
れ
な
む
こ
と
も
い
と
い
ふ
か
ひ
な
く
う
か
る
へ
き
事
に
思
て
さ
る
へ
き
折
々
の
御
い
ら
へ
な
と
な
つ
か
し
く
き
こ
え
つ
ゝ
な
け
の
筆
つ
か
ひ
に
つ
け
た
る
言
の
葉
あ
や
し
う
ら
う
た
け
に
め
と
ま
る
へ
き
ふ
し
く
は
へ
な
と
し
て
あ
は
れ
と
お
ほ
し
９
ウ
ぬ
へ
き
人
の
け
は
ひ
な
れ
は
つ
れ
な
く
ね
た
き
物
の
わ
す
れ
か
た
き
に
お
ほ
す
・
今
一
か
た
は
ぬ
し
つ
よ
く
な
る
と
も
か
は
ら
す
う
ち
と
け
ぬ
へ
く
み
え
し
さ
ま
な
る
を
た
の
み
て
と
か
く
き
ゝ
給
へ
と
御
心
も
う
こ
か
す
そ
あ
り
け
る
・
秋
に
も
成
ぬ
人
○やり
な
ら
す
心
つ
く
し
に
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
事
と
も
あ
り
て
大
殿
に
は
た
え
ま
を
き
つ
ゝ
う
ら
め
し
う
の
み
思
き
こ
え
給
ヘ
り
・
六
条
わ
た
り
も
と
け
か
た
か
り
し
御
気
色
を
お
も
む
け
き
こ
え
給
て
後
ひ
き
か
へ
し
な
の
め
な
ら
ん
は
い
と
お
し
か
し
こさ
れ
と
よ
そ
な
り
し
御
心
ま
と
ひ
の
や
う
に
あ
な
か
ち
な
る
10
オ
こ
と
は
な
き
も
い
か
な
る
事
に
か
と
み
え
た
り
・
女
は
い
と
物
を
あ
ま
り
な
る
ま
て
お
ほ
し
し
め
た
る
御
心
さ
ま
に
て
よ
は
ひ
の
程
も
に
け
な
く
人
の
も
り
き
か
む
に
い
と
ゝ
か
く
つ
ら
き
御
よ
か
れ
の
ね
さ
め


お
ほ
し
し
るほ
26
る
ゝ
事
い
と
さ
ま


な
り
き
り
の
い
と
ふ
か
き
朝
い
た
く
そ
ゝ
の
か
さ
れ
給
て
ね
ふ
た
け
な
る
気
色
に
打
歎
き
つ
ゝ
出
給
を
中
将
の
お
も
と
み
か
う
し
ひ
と
ま
あ
け
て
見
奉
り
を
く
り
給
へ
と
お
ほ
し
く
み
き
丁
ひ
き
や
り
た
れ
は
御
く
し
も
た
け
て
見
出
し
給
へ
り
せ
ん
さ
い
の
い
ろ


み
た
れ
た
る
を
過
か
て
に
や
す
ら
ひ
給
へ
る
さ
ま
10
ウ
け
に
た
く
ひ
な
し
ら
そう
の
か
た
へ
お
は
す
る
に
中
将
の
君
御
と
も
に
ま
い
る
し
を
ん
い
ろ
の
お
り
に
あ
ひ
た
る
う
す
物
の
も
あ
さ
や
か
に
ひ
き
ゆ
ひ
た
る
こ
し
つ
き
た
を
や
か
に
な
ま
め
き
た
り
見
帰
り
給
て
す
み
の
ま
の
か
う
ら
ん
に
し
は
し
ひ
き
す
へ
た
ま
へ
り
う
ち
と
け
に
た
ら
ぬ
も
て
な
し
か
み
の
さ
か
り
は
め
さ
ま
し
く
○そと
見
給
さ
く
花
に
う
つ
る
て
ふ
な
は
つ
ゝ
め
と
も
お
ら
て
す
き
う
き
今
朝
の
あ
さ
か
ほ
い
か
ゝ
は
す
へ
き
と
て
手
を
と
ら
へ
給
へ
れ
は
い
と
な
れ
て
と
く
朝
き
り
の
は
れ
ま
も
ま
た
ぬ
気
色
に
て
花
11
オ
に
心
を
と
め
ぬ
と
そ
見
る
と
お
ほ
や
け
こ
と
に
そ
き
こ
え
な
す
・
お
か
し
け
な
る
さ
ふ
ら
ひ
わ
ら
は
の
す
か
た
こ
の
ま
し
う
こ
と
さ
ら
め
き
た
る
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
露
け
ゝ
に
花
の
中
に
ま
し
り
て
あ
さ
か
ほ
お
り
て
ま
い
る
程
な
と
ゑ
に
か
ゝ
ま
ほ
し
け
な
り
・
お
ほ
か
た
に
う
ち
見
奉
る
人
た
に
心
し
め
た
て
ま
つ
ら
ぬ
は
な
し
物
の
な
さ
け
し
ら
ぬ
山
か
つ
も
花
の
か
け
に
は
猶
や
す
ら
は
ま
ほ
し
き
に
や
こ
の
御
光
を
み
奉
る
あ
た
り
は
ほ
と


に
つ
け
て
我
か
な
し
と
お
も
ふ
む
す
め
を
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
は
や
と
ね
か
ひ
も
し
は
く
ち
お
し
11
ウ
か
ら
す
と
お
も
ふ
い
も
う
と
な
と
も
た
る
人
は
い
や
し
き
に
て
も
猶
此
御
あ
た
り
に
さ
ふ
ら
は
せ
ん
と
お
も
ひ
よ
しら
ぬ
は
な
か
り
け
り
ま
し
て
さ
り
ぬ
へ
き
つ
い
て
の
御
こ
と
の
は
も
な
つ
か
し
き
御
気
色
を
見
奉
る
人
の
す
こ
し
物
の
心
お
も
ひ
し
る
は
い
か
ゝ
は
を
ろ
か
に
思
ひ
き
こ
え
ん
あ
け
く
れ
う
ち
と
け
て
し
も
お
は
せ
ぬ
を
心
も
と
な
き
こ
と
に
お
も
ふ
へ
か
め
り
・
ま
こ
と
や
か
の
こ
れ
み
つ
か
あ
つ
か
り
の
か
ひ
27
ま
み
は
い
と
よ
く
あ
な
い
見
と
り
て
申
其
人
と
は
更
に
え
お
も
ひ
みえ
侍
ら
す
人
に
い
み
し
く
か
く
れ
忍
ふ
る
気
色
に
な
む
み
え
侍
る
を
つ
れ


な
る
ま
ゝ
に
南
の
12
オ
は
し
と
み
あ
る
な
か
や
に
わ
た
り
き
つ
ゝ
く
る
ま
の
を
と
す
れ
は
わ
か
き
も
の
と
も
の
そ
き
な
と
す
へ
か
め
る
に
こ
の
し
う
と
お
ほ
し
き
も
は
ひ
わ
た
る
時
侍
へ
か
め
る
か
た
ち
な
ん
ほ
の
か
な
れ
と
い
と
ら
う
た
け
に
侍
一
日
さ
き
を
ひ
て
わ
た
る
く
る
ま
の
侍
し
を
の
そ
き
て
わ
ら
は
へ
の
い
そ
き
て
右
近
の
君
こ
そ
ま
つ
物
見
給
へ
中
将
殿
こ
そ
是
よ
り
わ
た
り
給
ひ
ぬ
れ
と
い
へ
は
ま
た
よ
ろ
し
き
お
と
な
出
き
て
あ
な
か
ま
と
て
か
く
物
か
ら
い
か
て
さ
は
し
る
そ
い
て
み
む
と
て
は
ひ
わ
た
る
う
ち
は
し
た
つ
物
を
み
ち
に
て
な
ん
か
よ
ひ
侍
い
そ
き
く
る
も
の
は
き
ぬ
の
す
そ
を
物
に
ひ
き
12
ウ
か
け
て
よ
ろ
ほ
ひ
た
う
れ
て
は
し
よ
り
も
お
ち
ぬ
へ
け
れ
は
い
て
こ
の
か
つ
ら
き
の
神
こ
そ
さ
か
し
う
し
を
き
た
れ
と
む
つ
か
り
て
物
の
そ
き
の
心
も
さ
め
ぬ
め
り
・
君
は
御
な
を
し
す
か
た
に
て
み
す
い
し
ん
と
も
ゝ
あ
り
し
な
に
か
し
く
れ
か
し
と
か
そ
へ
し
は
頭
中
将
の
す
い
し
ん
そ
の
こ
と
ね
り
わ
ら
は
を
な
む
し
る
し
に
い
ひ
侍
し
な
と
き
こ
ゆ
れ
は
・
た
し
か
に
そ
其
車
を
み
ま
し
と
の
給
て
も
し
か
の
あ
は
れ
に
わ
す
れ
さ
り
し
人
に
や
と
お
も
ほ
し
よ
る
も
い
と
し
ら
ま
ほ
し
け
な
る
御
気
色
を
み
て
わ
た
く
し
の
け
さ
う
も
い
と
よ
く
し
を
き
て
あ
な
ひ
も
残
る
所
な
く
見
給
13
オ
へ
を
き
な
か
ら
た
ゝ
わ
れ
と
ち
と
し
ら
せ
て
物
な
と
い
ふ
わ
か
き
お
も
と
の
侍
を
空
お
ほ
れ
し
て
な
ん
は
か
ら
れ
ま
か
り
あ
り
く
い
と
よ
く
か
く
し
た
り
と
お
も
ひ
て
ち
い
さ
き
こ
と
も
な
と
の
侍
る
か
こ
と
あ
や
ま
り
し
つ
へ
き
も
い
ひ
ま
き
ら
は
し
て
又
人
な
き
さ
ま
を
し
ゐ
て
つ
く
り
侍
な
と
か
た
り
て
わ
ら
ふ
・
あ
ま
君
の
と
ふ
ら
ひ
に
も
の
せ
ん
つ
い
て
に
か
ひ
ま
み
せ
さ
せ
よ
と
の
給
け
り
か
り
に
て
も
や
と
れ
る
す
ま
ゐ
の
程
を
お
も
ふ
に
こ
れ
こ
そ
か
の
人
の
さ
た
め
あ
な
つ
り
し
し
も
の
し
な
な
ら
め
其
中
に
思
の
外
に
お
か
し
き
事
も
あ
ら
は
な
と
28
13
ウ
お
ほ
す
な
り
け
り
こ
れ
み
つ
い
さ
ゝ
か
の
こ
と
も
御
心
に
た
か
は
し
と
思
に
を
の
れ
も
く
ま
な
き
す
き
心
に
て
い
み
し
く
た
は
か
り
ま
と
ひ
あ
り
き
つ
ゝ
し
ゐ
ひ
て
お
は
し
ま
さ
せ
そ
め
て
け
り
・
こ
の
程
の
事
く
た


し
け
れ
は
○れ
い
の
も
ら
し
つ
・
女
を
さ
し
て
其
人
と
尋
出
給
は
ね
は
我
も
な
の
り
を
し
給
は
て
い
と
わ
り
な
う
や
つ
れ
給
つ
つ
れ
い
な
ら
す
お
り
た
ち
あ
り
き
給
は
を
ろ
か
に
お
ほ
さ
れ
ぬ
な
る
へ
し
と
み
れ
は
我
馬
を
は
奉
り
て
御
と
も
に
は
し
り
あ
り
く
け
さ
う
人
の
い
と
も
の
け
な
き
あ
し
も
と
を
み
つ
け
ら
れ
て
侍
ら
む
時
か
ら
く
も
あ
る
へ
き
哉
な
と
14
オ
わ
ふ
れ
と
人
に
し
ら
せ
給
は
ぬ
ま
ゝ
に
か
の
夕
か
ほ
の
し
る
へ
せ
し
随
身
は
か
り
扨
は
か
ほ
む
け
に
し
る
ま
し
き
わ
ら
は
ひ
と
り
は
か
り
そ
ゐ
て
お
は
し
け
る
・
も
し
お
も
ひ
よ
る
け
し
き
も
や
と
て
と
な
り
に
な
か
や
と
り
○を
た
に
し
給
はは
す
女
も
い
と
あ
や
し
くう
心
え
ぬ
心
ち
の
み
し
て
御
使
に
人
を
そ
へ
暁
の
み
ち
を
う
か
ゝ
は
せ
御
あ
り
か
見
せ
む
と
た
つ
ぬ
れ
と
そ
こ
は
か
と
な
く
ま
と
は
し
つ
ゝ
さ
す
か
に
哀
に
み
て
は
え
あ
る
ま
し
く
此
人
の
御
心
に
か
か
り
た
れ
は
ひ
ん
な
く
か
ろ


し
き
こ
と
ゝ
も
お
ほ
し
返
し
わ
ひ
つ
ゝ
い
と
し
は


お
は
し
ま
す
か
ゝ
る
す
ち
は
ま
め
14
ウ
人
の
み
た
る
ゝ
お
り
も
有
を
い
と
め
や
す
く
し
つ
め
給
て
人
の
と
か
め
き
こ
ゆ
へ
き
ふ
る
ま
ひ
は
し
給
は
さ
り
つ
る
を
あ
や
し
き
ま
て
け
さ
の
程
ひ
る
ま
の
へ
た
て
も
お
ほ
つ
か
な
く
な
と
思
わ
つ
ら
は
れ
給
へ
は
か
つ
は
○いと
物
く
る
お
し
く
さ
ま
て
心
と
ゝ
む
へ
き
事
の
さ
ま
に
も
あ
ら
す
と
い
み
し
く
思
さ
ま
し
給
・
人
の
け
は
ひ
い
と
あ
さ
ま
し
く
や
は
ら
か
に
お
ほ
と
き
て
物
ふ
か
く
お
も
き
か
た
は
を
く
れ
て
ひ
た
ふ
る
に
わ
か
ひ
た
る
物
か
ら
よ
を
ま
た
し
ら
ぬ
に
も
あ
ら
す
い
と
や
ん
こ
と
な
き
に
は
あ
る
ま
し
い
つ
く
に
い
と
か
う
し
も
と
ま
る
心
そ
と
返
々
お
も
ほ
す
・
い
と
こ
と
15
オ
さ
ら
め
き
て
御
さ
う
そ
く
を
も
や
つ
れ
た
る
か
り
の
御
そ
を
奉
り
さ
ま
を
か
へ
か
ほ
を
も
ほ
の
み
せ
給
は
す
29
夜
ふ
か
き
程
に
人
を
し
つ
め
て
出
入
な
と
し
給
へ
は
昔
あ
り
け
む
物
の
へ
む
く
ゑ
め
き
て
う
た
て
思
な
け
か
る
れ
と
人
の
御
け
は
ひ
は
た
て
さ
く
り
に
も
し
る
き
わ
さ
な
り
け
れ
は
た
れ
は
か
り
に
か
は
あ
ら
ん
猶
此
す
き
物
の
し
い
て
つ
る
わ
さ
な
め
り
と
た
い
ふ
を
う
た
か
ひ
な
か
ら
せ
め
て
つ
れ
な
く
し
ら
す
か
ほ
に
て
か
け
て
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
さ
ま
に
た
ゆ
ま
す
あ
さ
れ
あ
り
け
は
い
か
な
る
事
に
か
と
心
え
か
た
く
女
か
た
も
あ
や
し
う
や
う
15
ウ
た
か
ひ
た
る
物
思
ひ
を
な
ん
し
け
る
・
君
も
か
く
う
ら
な
く
た
ゆ
め
て
は
ひ
か
く
れ
な
は
い
つ
く
を
は
か
り
と
か
我
も
尋
む
か
り
初
の
か
く
れ
か
と
は
た
み
ゆ
め
れ
は
い
つ
か
た
に
も
う
つ
ろ
ひ
ゆ
か
ん
日
を
い
つ
と
も
し
ら
し
と
お
ほ
す
に
お
も
ひ
ま
と
は
し
て
な
の
め
に
思
な
し
つ
へ
く
は
た
ゝ
か
は
か
り
の
す
さ
ひ
に
て
も
過
ぬ
へ
き
こ
と
を
さ
ら
に
さ
て
す
く
し
て
ん
と
お
ほ
さ
れ
す
人
め
を
お
ほ
し
て
へ
た
て
を
き
給
よ
な


な
と
は
い
と
し
の
ひ
か
た
く
く
る
し
き
ま
て
お
も
ほ
え
給
へ
は
猶
た
れ
と
な
く
て
二
条
院
に
む
か
へ
て
ん
も
し
き
こ
え
あ
り
て
ひ
ん
な
か
る
へ
き
事
な
り
16
オ
と
も
さ
る
へ
き
に
こ
そ
は
・
我
心
な
か
ら
い
と
か
く
人
に
し
む
事
は
な
き
を
い
か
な
る
契
に
か
○は
あ
り
け
ん
な
と
お
も
ほ
し
よ
る
・
い
さ
い
と
心
や
す
き
所
に
て
の
と
か
に
き
こ
え
む
な
と
か
た
ら
ひ
給
へ
は
猶
あ
や
し
う
か
く
の
給
へ
と
よ
つ
か
ぬ
御
も
て
な
し
な
れ
は
物
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
あ
れ
と
○いと
わ
か
ひ
て
い
へ
は
け
に
と
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
給
て
け
に
い
つ
れ
か
き
○つ
ね
な
ら
ん
な
た
ゝ
は
か
ら
れ
給
へ
か
し
と
な
つ
か
し
け
に
の
給
へ
は
女
も
い
み
し
う
な
ひ
き
て
さ
も
あ
り
ぬ
へ
う
思
た
り
よ
に
な
く
か
た
わ
な
る
事
な
り
と
も
ひ
た
ふ
る
に
し
た
か
ふ
心
は
い
と
哀
け
な
る
人
と
み
16
ウ
給
に
・
猶
か
の
頭
の
中
将
の
と
こ
な
つ
う
た
か
は
し
く
か
た
り
し
心
さ
ま
ま
つ
思
出
ら
れ
給
へ
と
忍
ふ
る
や
う
こ
そ
は
と
あ
な
か
ち
に
も
と
ひ
は
て
給
は
す
・
け
し
き
は
み
て
ふ
と
そ
む
き
か
く
る
へ
き
心
さ
ま
な
と
は
な
け
れ
は
か
れ


に
と
た
え
を
か
む
お
り
こ
そ
は
さ
や
う
に
お
も
ひ
か
は
る
30
事
も
あ
ら
め
心
な
か
ら
も
す
こ
し
う
つ
ろ
ふ
事
あ
ら
ん
に
こ
そ
哀
な
る
へ
け
れ
と
さ
へ
お
ほ
し
け
り
・
八
月
十
五
夜
く
ま
な
き
月
影
ひ
ま
お
ほ
か
る
い
た
や
の
こ
り
な
く
も
り
き
て
見
な
ら
ひ
給
は
ぬ
す
ま
ゐ
の
さ
ま
も
め
つ
ら
し
き
に
暁
ち
か
く
成
に
け
る
な
る
へ
し
と
な
り
の
家
々
17
オ
あ
や
し
き
し
つ
の
を
の
こ
ゑ


め
さ
ま
し
て
あ
は
れ
い
と
さ
む
し
や
こ
と
し
こ
そ
な
り
は
ひ
に
も
た
の
む
所
す
く
な
く
ゐ
中
の
か
よ
ひ
も
思
か
け
ね
は
い
と
心
ほ
そ
け
れ
北
殿
こ
そ
き
ゝ
給
や
な
と
い
ひ
か
は
す
も
き
こ
ゆ
い
と
あ
は
れ
な
る
を
の
か
し
ゝ
の
い
と
な
み
に
お
き
出
て
そ
ゝ
め
き
さ
は
く
も
程
な
き
を
女
い
と
は
つ
か
し
く
お
も
ひ
た
り
え
ん
た
ち
け
し
き
は
ま
ん
人
は
き
え
も
い
り
ぬ
へ
き
す
ま
ゐ
の
さ
ま
な
め
り
か
し
さ
れ
と
の
と
か
に
つ
ら
き
も
そう
き
も
か
た
は
ら
い
た
き
事
も
思
は
れ
た
る
さ
ま
な
ら
て
わ
か
も
て
な
し
有
様
は
い
と
あ
て
は
か
に
こ
め
か
し
く
17
ウ
て
又
な
く
ら
う
か
は
し
き
と
な
り
の
よ
う
い
な
るさ
を
い
か
な
る
こ
と
ゝ
も
き
ゝ
し
り
た
る
様
な
ら
ね
は
中


は
ち
か
か
や
か
む
よ
り
は
つ
み
ゆ
る
さ
れ
て
そ
み
え
け
る
こ
ほ


と
な
る
神
よ
り
も
お
と
ろ


し
う
ふ
み
と
ゝ
ろ
か
す
か
ら
う
す
の
を
と
も
枕
か
み
と
お
ほ
ゆ
る
あ
な
み
ゝ
か
し
か
ま
し
と
こ
れ
に
そ
お
ほ
さ
る
ゝ
何
の
ひ
ゝ
き
と
も
き
ゝ
い
れ
給
は
す
い
と
あ
や
し
う
め
さ
ま
し
き
を
と
な
ひ
と
の
み
き
ゝ
給
く
た


し
き
事
の
み
お
ほ
か
り
白
妙
の
衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
も
か
す
か
に
こ
な
た
か
な
た
き
ゝ
わ
た
さ
れ
空
と
ふ
か
り
の
こ
ゑ
と
り
あ
つ
め
て
し
の
ひ
か
た
き
事
お
ほ
18
オ
か
り
・
は
し
ち
か
き
お
ま
し
所
な
り
け
れ
は
や
り
と
を
ひ
き
あ
け
給
て
も
ろ
と
も
に
見
出
し
給
ほ
と
な
き
庭
に
さ
れ
た
る
く
れ
竹
せ
ん
さ
い
の
露
は
猶
か
ゝ
る
所
も
お
な
し
こ
と
き
ら
め
き
た
り
む
し
の
こ
ゑ


み
た
り
か
は
し
く
か
へ
の
な
か
の
き
り


す
た
に
ま
と
を
に
き
ゝ
な
ら
ひ
給
へ
る
御
み
ゝ
に
さ
し
あ
て
た
る
や
う
に
な
き
み
た
る
ゝ
を
中
に
さ
ま
か
へ
て
お
ほ
さ
る
ゝ
も
御
心
さ
し
ひ
と
つ
の
あ
さ
か
ら
ぬ
に
よ
ろ
つ
の
つ
み
ゆ
る
さ
る
ゝ
な
め
り
31
か
し
・
白
き
あ
は
せ
う
す
色
の
な
よ
ゝ
か
な
る
を
か
さ
ね
て
は
な
や
か
な
ら
ぬ
す
か
た
い
と
ら
う
た
け
に
あ
へ
か
な
る
18
ウ
心
ち
し
て
そ
こ
と


と
り
た
て
ゝ
す
く
れ
た
る
こ
と
も
な
け
れ
と
ほ
そ
や
か
に
た
を


と
し
て
物
う
ち
い
ひ
た
る
け
は
ひ
あ
な
心
く
る
し
と
た
ゝ
い
と
ら
う
た
く
み
ゆ
心
は
み
た
る
○かた
を
す
こ
し
そ
へ
た
ら
は
と
○見給
な
か
ら
猶
う
ち
と
け
て
見
ま
ほ
し
く
お
ほ
さ
る
れ
は
い
さ
た
ゝ
此
わ
た
り
ち
か
き
所
に
心
や
す
く
て
あ
か
さ
ん
か
く
て
の
み
は
い
と
く
る
し
か
り
け
り
と
の
給
へ
は
い
か
て
か
俄
な
ら
ん
と
い
と
お
い
ら
か
に
い
ひ
て
ゐ
た
り
此
よ
の
み
な
ら
ぬ
契
な
と
ま
て
た
の
め
給
に
う
ち
と
く
る
心
は
へ
な
と
あ
や
し
く
や
う
か
は
り
て
よ
な
れ
た
る
人
と
も
お
ほ
え
ね
は
人
の
お
も
は
む
所
も
え
は
ゝ
19
オ
か
り
給
は
て
右
を近を
め
し
い
て
ゝ
随
身
を
め
さ
せ
給
て
御
車
ひ
き
い
れ
さ
せ
給
こ
の
有
人
々
も
か
ゝ
る
御
心
さ
し
の
を
ろ
か
な
ら
ぬ
を
み
し
れ
は
お
ほ
し
め
か
し
な
か
ら
た
の
み
を
か
け
き
こ
え
た
り
・
明
か
た
も
ち
か
う
な
り
に
け
り
鳥
の
こ
ゑ
な
と
き
こ
え
て
み
た
け
さ
う
し
に
や
あ
ら
ん
た
ゝ
お
き
な
ひ
た
る
こ
ゑ
に
ぬ
か
つ
く
そ
き
こ
ゆ
る
た
ち
ゐ
の
け
は
ひ
た
へ
か
た
け
に
お
こ
な
ふ
い
と
あ
は
れ
に
朝
の
露
に
こ
と
な
ら
ぬ
よ
を
何
を
む
さ
ほ
る
身
の
い
の
り
に
か
と
き
ゝ
給
に
な
も
た
う
ら
い
た
う
し
と
そ
お
か
む
な
る
か
れ
き
ゝ
給
へ
此
世
と
の
み
は
思
は
さ
り
け
り
と
哀
か
り
給
て
19
ウ
う
は
そ
く
か
お
こ
な
ふ
み
ち
を
し
る
へ
に
て
こ
む
よ
も
ふ
か
き
契
た
か
ふ
な
長
生
殿
の
ふ
る
き
た
め
し
は
ゆ
ゝ
し
く
て
は
ね
を
か
は
さ
ん
と
は
ひ
き
か
へ
て
み
ろ
く
の
世
を
か
ね
給
行
さ
き
の
御
た
の
め
い
と
こ
ち
た
し
さ
き
の
世
の
ち
き
り
し
ら
る
ゝ
身
の
う
さ
に
ゆ
く
す
ゑ
か
ね
て
た
の
み
か
た
さ
よ
か
や
う
の
す
ち
な
と
も
さ
る
は
心
も
と
な
か
め
り
・
い
さ
よ
ふ
月
に
ゆ
く
り
な
く
あ
く
か
れ
ん
こ
と
を
女
は
思
ひ
や
す
ら
ひ
と
か
く
の
給
ほ
と
俄
に
雲
か
く
れ
て
明
ゆ
く
空
い
と
お
か
20
オ
32
し
は
し
た
な
き
ほ
と
に
な
ら
ぬ
さ
き
に
と
れ
い
の
い
そ
き
出
給
て
か
ろ
ら
か
に
う
ち
の
せ
給
へ
れ
は
右
近
そ
の
り
け
る
其
わ
た
り
ち
か
き
な
に
か
し
の
院
に
お
は
し
ま
し
つ
き
て
あ
つ
か
り
め
し
い
つ
る
ほ
と
あ
れ
た
る
か
と
の
し
の
ふ
く
さ
茂
り
て
み
あ
け
ら
れ
た
る
た
と
し
へ
な
く
こ
く
ら
し
き
り
も
ふ
か
く
露
け
き
に
す
た
れ
を
さ
へ
あ
け
給
へ
れ
は
御
袖
も
い
た
う
ぬ
れ
に
け
り
ま
た
か
や
う
な
る
事
を
な
ら
は
さ
り
つ
る
を
心
つ
く
し
な
る
事
に
も
あ
り
け
る
か
な
い
に
し
へ
も
か
く
や
は
人
の
ま
と
ひ
け
ん
我
ま
た
し
ら
20
ウ
ぬ
し
の
ゝ
め
の
道
な
ら
ひ
給
へ
り
や
と
の
給
女
は
は
ち
ら
ひ
て山
の
は
の
心
も
し
ら
て
行
月
は
う
は
の
空
に
て
か
け
や
た
え
な
ん
心
ほ
そ
く
と
て
物
を
そ
ろ
し
う
す
こ
け
に
お
も
ひ
た
れ
は
か
の
さ
し
つ
と
へ
る
す
ま
ゐ
の
な
ら
ひ
な
ん
と
お
か
し
う
お
ほ
す
御
車
入
さ
せ
て
西
の
た
い
に
お
ま
し
な
と
よ
そ
ふ
ほ
と
か
う
ら
ん
に
御
車
ひ
き
か
け
て
立
給
へ
り
そう
こ
ん
え
む
な
る
心
ち
し
て
き
し
か
た
の
事
な
と
も
人
し
れ
す
思
出
け
り
あ
つ
か
り
い
み
し
く
け
い
め
い
し
あ
り
てく
気
色
に
此
21
オ
御
あ
り
さ
ま
し
り
は
て
ぬ
ほ
の


と
物
見
ゆ
る
ほ
と
に
お
り
給
ぬ
め
り
・
か
り
そ
め
な
れ
と
清
け
に
し
つ
ら
ひ
た
り
御
と
も
に
人
も
さ
ふ
ら
は
さ
り
け
り
ふ
ひ
ん
な
る
わ
さ
か
な
と
て
む
つ
ま
し
き
し
も
け
ひ
し
に
て
殿
に
も
つ
か
う
ま
つ
る
も
の
な
り
け
れ
は
参
よ
り
て
さ
る
へ
き
人
め
す
へ
き
に
や
な
と
申
さ
○す
れ
と
殊
更
に
人
く
ま
し
き
か
く
れ
か
も
と
め
た
る
な
り
更
に
心
よ
り
外
に
も
ら
す
な
と
く
ち
か
た
め
さ
せ
給
御
か
ゆ
な
と
い
そ
き
ま
い
ら
せ
た
れ
と
と
り
つ
く
御
ま
か
な
ひ
う
ち
あ
は
す
ま
た
し
ら
ぬ
こ
と
な
る
御
た
ひ
ね
21
ウ
に
お
き
な
か
ゝ
は
と
契
給
事
よ
り
外
の
事
な
し
・
日
た
く
る
程
に
お
き
給
て
か
う
し
手
つ
か
ら
あ
け
給
い
と
い
た
く
あ
れ
て
人
め
も
な
く
は
る


と
見
わ
33
た
さ
れ
て
木
た
ち
い
と
う
と
ま
し
う
物
ふ
り
た
り
け
ち
か
くき
く
さ
木
な
と
は
こ
と
に
見
所
な
く
み
な
秋
の
ゝ
ら
に
て
池
も
み
く
さ
に
う
つ
も
れ
た
れ
は
い
と
け
う
と
け
に
成
に
け
る
所
か
な
へ
ち
な
う
の
か
た
に
そ
さ
う
し
な
と
し
て
人
す
む
へ
か
め
れ
と
こ
な
た
は
は
な
れ
た
り
け
う
と
く
も
成
に
け
る
所
哉
さ
り
共
鬼
な
と
も
我
を
は
見
ゆ
る
し
て
ん
と
の
22
オ
給
・
か
ほ
は
猶
か
く
し
給
へ
れ
と
女
の
い
と
つ
ら
し
と
思
へ
れ
は
け
に
か
は
○か
り
に
て
隔
あ
ら
ん
も
事
の
様
に
た
か
ひ
た
り
と
お
ほ
し
て
夕
露
に
ひ
も
と
く
花
は
玉
ほ
こ
の
た
よ
り
に
見
え
し
え
に
こ
そ
あ
り
け
れ
露
の
ひ
か
り
や
い
か
に
と
の
給
○へ
は
し
り
め
に
み
お
こ
せ
て
ひ
か
り
あ
り
と
み
し
夕
か
ほ
の
う
は
露
は
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
な
り
け
り
と
ほ
の
か
に
い
ふ
お
か
し
と
お
ほ
し
な
す
・
け
に
う
ち
と
け
給
へ
る
さ
ま
よ
に
な
く
所
か
ら
ま
い
て
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
見
え
給
・
つ
き
せ
す
22
ウ
へ
た
て
た
ま
へ
る
つ
ら
さ
に
あ
ら
は
さ
し
と
思
つ
る
物
を
い
ま
た
に
な
の
り
し
た
ま
へ
い
と
む
く
つ
け
し
と
の
給
へ
はは
あ
ま
の
こ
な
れ
は
と
て
さ
す
か
に
う
ち
と
け
ぬ
さ
ま
い
と
あ
い
た
れ
た
り
よ
し
是
も
わ
れ
か
ら
な
ゝ
り
と
恨
み
か
つ
は
か
た
ら
ひ
く
ら
し
給
・
こ
れ
み
つ
た
つ
ね
き
こ
え
て
御
く
た
物
な
と
ま
い
ら
す
う
こ
む
か
い
は
ん
事
さ
す
か
に
い
と
を
し
け
れ
は
ち
か
く
も
え
さ
ふ
ら
ひ
よ
ら
す
か
く
ま
て
た
と
り
あ
り
き
給
も
お
か
し
う
さ
も
有
ぬ
へ
き
有
様
に
こ
そ
は
と
を
し
は
か
る
に
も
我
い
と
よ
く
思
よ
り
ぬ
23
オ
へ
か
り
し
事
を
ゆ
つ
り
き
こ
え
て
心
ひ
ろ
さ
よ
な
と
め
さ
ま
し
う
○そ
思
ひ
を
る
・
た
と
し
へ
な
く
し
つ
か
な
る
夕
の
空
を
な
か
め
給
て
お
く
の
か
た
は
く
ら
う
物
む
つ
か
し
と
女
は
お
も
ひ
た
れ
は
は
し
の
す
か
た
○れ
を
あ
け
て
そ
ひ
ふ
し
給
へ
り
夕
は
へ
を
見
か
は
し
て
女
も
か
ゝ
る
あ
り
さ
ま
を
思
の
外
に
あ
や
し
き
心
地
34
は
し
な
か
ら
万
の
歎
わ
す
れ
て
少
う
ち
と
け
行
気
色
い
と
ら
う
た
し
つ
と
御
か
た
は
ら
に
そ
ひ
く
ら
し
て
物
を
い
と
お
そ
ろ
し
と
お
も
ひ
た
る
さ
ま
わ
か
う
心
く
る
し
・
か
う
し
と
く
お
ろ
し
給
て
お
ほ
と
な
ふ
ら
23
ウ
ま
い
ら
せ
て
な
こ
り
な
く
な
り
に
た
る
御
有
様
に
て
猶
心
の
う
ち
の
へ
た
て
の
とこ
し
給
へ
る
な
ん
つ
ら
き
と
う
ら
み
給
・
う
ち
に
い
か
に
も
と
め
さ
せ
給
ら
ん
を
い
つ
く
に
か
た
つ
ぬ
ら
ん
と
お
ほ
し
や
り
て
か
つ
は
あ
や
し
の
心
や
六
条
わ
た
り
に
も
い
か
に
思
み
た
れ
給
ら
ん
恨
み
ら
れ
ん
に
く
る
し
う
理
り
な
り
と
い
と
を
し
き
す
ち
は
ま
つ
お
も
ひ
き
こ
え
給
何
心
も
な
き
さ
し
む
か
ひ
を
哀
と
お
ほ
す
ま
ゝ
に
あ
ま
り
心
ふ
か
く
見
る
人
も
く
る
し
き
御
あ
り
さ
ま
を
す
こ
し
と
り
す
て
は
や
と
お
も
ひ
く
ら
へ
ら
れ
給
け
る
・
24
オ
よ
ひ
過
る
ほ
と
す
こ
し
ね
い
り
給
へ
る
に
御
枕
か
み
に
い
と
お
か
し
け
な
る
女
ゐ
て
を
の
か
い
と
め
て
た
し
と
見
奉
る
を
は
た
つ
ね
お
も
ほ
さ
て
か
く
こ
と
な
る
事
な
き
人
を
ゐ
て
お
は
し
て
時
め
か
し
た
ま
ふ
こ
そ
い
と
め
さ
ま
し
く
つ
ら
け
れ
と
て
此
御
か
た
は
ら
の
人
を
か
き
お
こ
さ
ん
と
す
と
見
給
も
の
に
を
そ
は
る
ゝ
心
ち
し
て
お
と
ろ
き
た
ま
へ
れ
は
火
も
き
こ
え
に
け
り
う
た
て
お
ほ
さ
る
れ
は
た
ち
○を
ひ
き
ぬ
き
て
う
ち
を
き
給
て
右
近
を
も
お
こ
し
た
ま
ふ
こ
れ
も
お
そ
ろ
し
と
お
も
ひ
た
る
さ
ま
に
て
ま
い
り
よ
れ
り
24
ウ
わ
た
と
の
な
る
と
の
ゐ
人
お
こ
し
て
し
そ
く
さ
し
て
ま
い
れ
と
い
へ
と
の
給
へ
は
い
か
て
か
ま
か
ら
ん
く
ら
う
て
と
い
へ
は
あ
な
わ
か


し
と
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
手
を
た
ゝ
き
給
へ
は
山
ひ
こ
の
こ
た
ふ
る
こ
ゑ
い
と
う
と
ま
し
人
は
え
き
ゝ
つ
け
て
ま
い
ら
ぬ
に
こ
の
女
き
み
い
み
し
く
わ
な
○な
き
ま
と
ひ
て
い
か
様
に
せ
ん
と
思
へ
り
あ
せ
も
し
と
ゝ
に
成
て
わ
れ
か
の
け
し
き
な
り
物
を
ち
を
な
ん
わ
り
な
く
せ
さ
せ
給
本
上
に
て
い
か
に
お
ほ
さ
る
ゝ
に
か
と
右
近
も
き
こ
ゆ
い
と
か
よ
は
く
35
ひ
る
も
空
を
の
み
見
つ
る
も
の
を
い
と
ほ
し
と
お
25
オ
ほ
し
て
わ
れ
人
を
お
こ
さ
む
て
た
ゝ
け
は
山
ひ
こ
の
こ
た
ふ
る
い
と
う
る
さ
し
こ
ゝ
に
し
は
し
ち
か
く
と
て
右
近
を
ひ
き
よ
せ
給
て
西
の
つ
ま
戸
に
出
て
戸
を
ゝ
し
あ
け
た
ま
へ
れ
は
わ
た
殿
の
火
も
き
え
に
け
り
風
す
こ
し
打
吹
た
る
に
人
は
す
く
な
く
て
さ
ふ
ら
ふ
か
き
り
み
な
ね
た
り
こ
の
院
の
あ
つ
か
り
の
子
む
つ
ま
し
う
つ
か
ひ
給
わ
か
き
お
の
こ
又
う
へ
わ
ら
は
ひ
と
り
れ
い
の
す
い
し
ん
は
か
り
そ
あ
り
け
る
め
せ
は
御
こ
た
へ
し
て
お
き
た
れ
は
し
そ
く
さ
し
て
ま
い
れ
す
い
し
ん
も
つ
る
う
ち
し
て
た
え
す
こ
は
つ
く
25
ウ
れ
と
お
ほ
せ
よ
人
は
な
れ
た
る
所
に
心
と
け
て
い
ぬ
る
物
か
こ
れ
み
つ
の
あ
そ
ん
の
き
た
り
つ
ら
ん
は
と
と
は
せ
給
へ
は
さ
ふ
ら
ひ
つ
れ
と
お
ほ
せ
こ
と
も
な
し
暁
に
御
む
か
へ
に
ま
い
る
へ
き
よ
し
申
て
な
ん
ま
か
て
侍
ぬ
る
と
き
こ
ゆ
こ
の
か
う
と
申
も
の
は
た
き
く
ち
な
り
け
れ
は
ゆ
つ
る
い
と
つ
き
つ
き
し
く
打
な
ら
し
て
火
あ
や
う
し
と
い
ふ


あ
つ
か
り
か
さ
う
し
の
か
た
へ
い
ぬ
る
な
り
・
う
ち
を
お
ほ
し
や
り
て
な
た
い
め
む
は
す
き
ぬ
ら
ん
た
き
く
ち
の
と
の
ゐ
申
は
今
こ
そ
○と
を
し
は
か
り
給
はい
ま
た
い
た
う
ふ
け
ぬ
に
ここ
26
オ
そ
は
帰
り
入
て
さ
く
り
給
へ
は
女
君
は
さ
な
か
ら
ふ
し
て
右
近
は
か
た
は
ら
に
う
つ
ふ
し
ふ
し
た
り
こ
は
な
そ
あ
な
物
く
る
を
し
の
も
の
を
ち
や
あ
れ
た
る
所
は
き
つ
ね
な
と
や
う
の
も
の
ゝ
人
を
ひ
や
か
さ
む
と
て
け
お
そ
ろ
し
う
お
も
は
す
る
な
ら
ん
ま
ろ
あ
れ
は
さ
や
う
の
物
に
は
お
と
さ
れ
し
と
て
ひ
き
お
こ
し
給
・
い
と
う
た
て
み
た
り
心
ち
の
あ
し
う
侍
れ
は
う
つ
ふ
し


て
侍
や
お
ま
へ
に
こ
そ
わ
り
な
く
お
ほ
さ
る
ら
め
と
い
へ
は
そ
よ
な
と
か
う
は
と
て
か
い
さ
く
り
給
に
い
き
も
せ
す
ひ
き
う
こ
か
し
給
へ
と
な
よ


と
し
て
わ
れ
に
も
あ
ら
26
ウ
ぬ
様
な
れ
は
い
と
い
た
く
わ
か
ひ
た
る
人
に
て
物
に
36
け
と
ら
れ
ぬ
る
な
め
り
と
せ
ん
か
た
な
き
心
ち
し
給
し
そ
く
も
て
ま
い
れ
り
右
近
も
う
こ
く
へ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ね
は
ち
か
き
御
き
丁
を
ひ
き
よ
せ
て
猶
も
て
ま
い
れ
と
の
給
れ
い
な
ら
ぬ
事
に
て
御
ま
へ
ち
か
く
も
え
ま
い
ら
ぬ
つ
ゝ
ま
し
さ
に
な
け
し
に
も
え
の
ほ
ら
す
猶
も
て
こ
や
所
に
し
た
か
ひ
て
こ
そ
と
て
め
し
よ
せ
て
見
給
へ
は
た
ゝ
此
枕
か
み
に
夢
に
み
え
つ
る
か
た
ち
し
た
る
女
面
影
に
み
え
て
ふ
と
き
え
う
せ
ぬ
む
か
し
物
か
た
り
な
と
に
こ
そ
か
ゝ
る
事
は
27
オ
き
け
と
い
と
め
つ
ら
か
に
む
く
つ
け
ゝ
れ
と
ま
つ
此
人
は
い
か
に
な
り
ぬ
る
と
そ
と
お
も
ほ
す
心
さ
は
き
に
身
の
上
も
し
ら
れ
給
は
す
そ
ひ
ふ
し
て
や
ゝ
と
お
と
ろ
か
し
給
へ
と
た
ゝ
ひ
え
に
ひ
え
入
て
い
き
は
と
く
た
え
は
て
に
け
り
い
は
ん
か
た
な
し
た
の
も
し
く
い
か
に
と
い
ひ
ふ
れ
給
へ
き
人
も
な
し
ほ
う
し
な
と
を
こ
そ
は
か
ゝ
る
か
た
の
た
の
も
し
き
も
の
に
は
お
ほ
す
へ
け
れ
と
さ
こ
そ
つ
よ
か
り
給
へ
と
わ
か
き
御
心
に
て
い
ふ
か
ひ
な
く
な
り
ぬ
る
を
み
た
ま
ふ
に
や
る
か
た
な
く
て
つ
と
い
た
き
て
あ
か
君
い
き
い
て
給
へ
い
と
い
み
27
ウ
し
き
め
な
み
せ
給
そ
と
の
給
へ
と
ひ
え
い
り
に
た
れ
は
け
は
ひ
も
の
う
と
く
成
行
う
こ
ん
は
た
ゝ
あ
な
む
つ
か
し
と
お
も
ひ
け
る
心
ち
み
な
さ
め
て
な
き
ま
と
ふ
さ
ま
い
と
い
み
し
・
南
殿
の
お
に
の
な
に
か
し
の
お
と
ゝ
を
ゝ
ひ
や
か
し
け
る
た
め
し
を
お
ほ
し
出
て
心
つ
よ
く
さ
り
と
も
い
た
つ
ら
に
成
は
て
給
は
し
よ
る
の
こ
ゑ
は
お
と
ろ


し
あ
な
か
ま
と
い
さ
め
給
て
い
と
あ
は
た
ゝ
し
き
に
あ
き
れ
た
る
心
ち
し
給
・
こ
の
お
と
こ
を
め
し
て
こ
ゝ
に
い
と
あ
や
し
う
物
に
お
そ
は
れ
た
る
人
の
な
や
ま
し
け
な
る
を
た
ゝ
い
ま
こ
れ
み
つ
の
あ
28
オ
そ
む
の
や
と
れ
る
所
に
ま
か
り
て
い
そ
き
ま
い
る
へ
き
よ
し
い
へ
と
お
ほ
せ
よ
な
に
か
し
の
あ
さ
り
そ
こ
に
物
す
る
ほ
と
な
ら
は
○こゝ
に
く
き
よ
し
忍
ひ
て
い
へ
彼
あ
ま
君
な
と
の
き
か
ん
に
お
と
ろ


し
く
い
ふ
な
か
ゝか
37
る
あ
り
き
ゆ
る
さ
ぬ
人
な
り
な
と
物
の
給
や
う
な
れ
と
む
ね
は
ふ
た
か
り
て
此
人
を
む
な
し
く
し
な
し
て
ん
事
の
い
み
し
く
お
ほ
さ
る
ゝ
に
そ
へ
て
お
ほ
か
た
の
む
く


し
きさ
た
と
へ
む
か
た
な
し
・
夜
中
も
過
に
け
ん
か
し
風
の
や
ゝ
あ
ら


し
く
吹
た
る
は
ま
し
て
松
の
ひ
ゝ
き
木
ふ
か
く
き
こ
え
て
気
色
あ
る
鳥
の
か
ら
28
ウ
こ
ゑゑ
に
な
き
た
る
も
ふ
く
ろ
ふ
は
たこ
れ
に
や
と
お
ほ
ゆ
う
ち
お
も
ひ
め
く
ら
す
に
こ
な
た
か
な
た
け
と
を
く
う
と
ま
し
き
に
人
こ
ゑ
せ
す
な
と
て
か
く
は
か
な
き
や
と
り
は
と
り
つ
る
そ
と
く
や
し
さ
も
や
ら
ん
か
た
な
し
・
右
近
は
も
の
も
お
ほ
え
す
君
に
つ
と
そ
ひ
奉
て
わ
な
ゝ
き
し
ぬ
へ
し
又
是
も
い
か
な
ら
ん
と
心
そ
ら
に
て
と
ら
へ
給
へ
り
我
ひ
と
り
さ
か
し
き
人
に
て
お
ほ
し
や
る
か
た
そ
な
き
や
火
は
ほ
の
か
に
ま
た
ゝ
き
て
も
や
の
き
は
に
た
て
た
る
屏
風
の
か
み
こ
ゝ
か
し
こ
の
く
ま


し
く
お
ほ
え
給
に
物
の
29
オ
あ
し
を
と
ひ
し


と
ふ
み
な
ら
し
つ
ゝ
う
し
ろ
よ
り
く
る
心
ち
す
こ
れ
み
つ
と
く
ま
い
ら
な
む
と
お
ほ
す
あ
り
か
さ
た
め
ぬ
も
の
に
て
こ
ゝ
か
し
こ
た
つ
ね
け
る
ほ
と
に
よ
の
朝
あ
く
る
ほ
と
の
久
し
くさ
は
ち
よ
を
す
く
さ
む
心
ち
し
給
か
ら
う
し
て
鳥
の
こ
ゑ
は
る
か
に
き
こ
ゆ
る
に
い
の
ち
を
か
け
て
何
の
契
に
か
ゝ
る
め
を
み
る
ら
ん
我
心
な
か
ら
か
ゝ
る
す
ち
に
お
ほ
け
な
く
あ
さ
ま
し
き
心
ち
の
む
く
ゐひ
に
か
く
き
し
か
た
行
さ
き
の
た
め
し
と
な
り
ぬ
へ
き
事
は
あ
る
な
め
り
忍
ふ
と
も
世
に
あ
る
事
か
く
れ
な
く
て
う
ち
に
き
29
ウ
こ
し
め
さ
む
とを
は
し
め
て
人
の
お
も
ひ
い
は
ん
こ
と
よ
か
ら
ぬ
わ
ら
は
へ
の
く
ち
す
さ
ひ
に
な
る
へ
き
な
め
り
あ
り


て
お
こ
か
ま
し
き
な
を
も
と
る
へ
き
か
な
と
お
ほ
し
め
く
ら
す
・
か
らら
う
し
て
こ
れ
み
つ
の
あ
そ
ん
ま
い
れ
り
夜
中
暁
と
い
は
す
御
心
に
し
た
か
へ
る
も
の
ゝ
こ
よ
ひ
し
も
さ
ふ
ら
は
て
め
し
に
さ
へ
を
こ
た
り
つ
る
を
に
く
し
と
お
ほ
す
物
か
ら
め
し
い
れ
て
の
38
給
ひ
い
て
ん
事
の
あ
へ
な
き
に
ふ
と
物
も
い
は
れ
給
は
す
・
右
近
た
い
ふ
の
け
は
ひ
き
く
に
初
よ
り
の
事
打
お
も
ひ
出
ら
れ
て
な
く
を
君
も
え
た
へ
30
オ
給
は
て
我
ひ
と
り
さ
か
し
か
り
い
た
き
も
ち
た
ま
へ
り
け
る
に
此
人
に
い
き
を
の
へ
給
て
そ
か
な
し
き
事
も
お
も
ほ
さ
れ
け
る
と
は
か
り
い
と
い
た
く
え
も
と
ゝ
め
す
な
き
給
や
ゝ
た
め
ら
ひ
て
爰
に
い
と
あ
や
し
き
事
の
あ
る
を
あ
さ
ま
し
と
い
ふ
に
も
あ
ま
り
て
な
ん
あ
る
か
ゝ
る
と
み
の
こ
と
に
は
す
経
な
と
を
こ
そ
は
す
な
れ
と
て
そ
の
事
と
も
ゝ
せ
さ
せ
む
く
わ
ん
な
と
も
た
て
さ
せ
ん
と
て
あ
さ
り
も
の
せ
よ
と
い
ひ
や
り
つ
る
は
と
の
給
に
・
き
の
ふ
山
へ
ま
か
り
の
ほ
り
に
け
り
ま
つ
い
と
め
つ
ら
か
な
る
事
に
も
侍
か
な
か
ね
て
れ
い
な
ら
す
30
ウ
御
心
ち
も
の
せ
さ
せ
給
事
や
侍
つ
ら
ん
さ
る
事
も
な
か
り
つ
と
て
な
き
た
ま
ふ
さ
ま
い
と
お
か
し
け
に
ら
う
た
く
見
奉
る
人
も
い
と
か
な
し
く
て
を
の
れ
も
よ
ゝ
と
な
き
ぬ
さ
い
へ
と
年
う
ち
ね
ひ
世
中
の
と
あ
る
事
も
し
ほ
し
み
ぬ
る
人
こ
そ
物
の
お
り
ふ
し
は
た
の
も
し
か
り
け
れ
い
つ
れ
も


わ
か
き
と
ち
に
て
い
は
ん
か
た
も
な
け
れ
と
こ
の
ゐ
ん
も
り
な
と
に
き
か
せ
む
事
は
い
と
ひ
ん
な
○か
る
へ
へ
し
此
人
ひ
と
り
こ
そ
む
つ
ま
し
う
も
あ
ら
め
を
の
つ
か
ら
物
い
ひ
も
ら
し
つ
へ
き
く
ゑ
ん
そ
く
も
立
ま
し
り
た
ら
む
ま
つ
此
院
を
31
オ
い
て
お
は
し
ま
し
ね
と
い
ふ
さ
て
こ
れ
よ
り
人
す
く
な
な
る
所
は
い
か
て
か
あ
ら
ん
と
の
給
け
に
さ
そ
侍
ら
ん
か
の
ふ
る
さ
と
は
女
房
な
と
の
か
な
し
ひ
に
た
へ
す
な
き
ま
と
ひ
侍
ら
ん
○に
と
な
り
し
け
く
と
か
む
る
さ
と
人
お
ほ
く
侍
ら
ん
に
を
の
つ
か
ら
き
こ
え
侍
ら
ん
を
山
寺
こ
そ
猶
か
や
う
の
こ
と
を
の
つ
か
ら
ゆ
き
ま
し
り
も
の
ま
き
る
る
事
侍
ら
め
と
思
ま
は
し
て
む
か
し
見
給
へ
し
女
は
ら
の
あ
ま
に
て
侍
ひ
ん
か
し
山
の
へ
む
に
う
つ
し
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
れ
み
つ
か
父
の
あ
そ
ん
の
め
の
と
に
侍
し
も
の
ゝ
す
み
侍
る
な
り
あ
た
り
は
人
し
け
き
や
う
39
31
ウ
に
侍
れ
と
い
と
か
こ
や
か
に
侍
る
と
き
こ
え
て
明
は
な
る
ゝ
程
の
ま
き
れ
に
御
車
よ
す
こ
の
人
を
え
い
た
き
た
ま
ふ
ま
し
け
れ
は
う
は
む
し
ろ
に
を
し
く
ゝ
み
て
こ
れ
み
つ
の
せ
奉
る
い
と
さ
ゝ
や
か
に
て
う
と
ま
し
け
も
な
く
ら
う
た
け
な
り
し
た
ゝ
か
に
し
も
え
せ
ね
は
か
み
は
こ
ほ
れ
い
て
た
る
も
め
く
れ
ま
と
ひ
て
あ
さ
ま
し
う
か
な
し
と
お
ほ
せ
は
な
り
は
て
ん
さ
ま
を
み
ん
と
お
ほ
せ
と
・
は
や
御
馬
に
て
二
条
院
へ
お
は
し
ま
さ
ん
人
さ
は
か
し
う
な
り
侍
ら
ぬ
ほ
と
に
と
て
右
近
を
そ
へ
て
の
す
れ
は
か
ち
よ
り
32
オ
君
に
馬
は
奉
り
て
く
ゝ
り
ひ
き
あ
け
な
と
し
て
か
つ
は
い
と
あ
や
し
く
お
ほ
え
ぬ
を
く
り
な
れ
と
御
気
色
の
い
み
し
き
を
見
奉
れ
は
身
を
捨
て
行
に
君
は
物
も
お
ほ
え
給
は
す
わ
れ
か
の
さ
ま
に
て
お
は
し
つ
き
た
り
・
人
々
い
つ
く
よ
り
お
は
し
ま
す
に
か
な
や
ま
し
け
に
み
え
さ
せ
給
な
と
い
へ
と
み
丁
の
う
ち
に
い
り
給
て
む
ね
を
お
さ
へ
て
お
も
ふ
に
い
と
い
み
し
け
れ
は
な
と
て
の
り
そ
ひ
て
い
か
さ
り
つ
ら
ん
い
き
帰
り
た
ら
ん
時
い
か
な
る
心
ち
せ
ん
見
捨
て
い
き
わ
か
れ
に
け
り
○と
つ
ら
く
や
思
は
ん
と
心
ま
と
ひ
の
中
32
ウ
に
も
お
も
ほ
す
に
御
む
ね
せ
き
あ
く
る
心
ち
し
給
御
く
し
も
い
た
く
身
も
あ
つ
き
心
ち
し
て
い
と
く
る
し
く
ま
と
は
れ
た
ま
へ
は
か
く
は
か
な
く
て
わ
れ
も
い
た
つ
ら
に
成
ぬ
る
な
め
り
と
お
ほ
す
日
た
か
く
な
れ
と
お
き
あ
か
り
給
はは
ね
は
人
々
あ
や
し
か
り
て
御
か
ゆ
な
と
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
ゆ
れ
と
く
る
し
く
て
い
と
心
ほ
そ
く
お
ほ
さ
る
ゝ
に
う
ち
よ
るり
御
使
あ
り
き
の
ふ
え
た
つ
ね
出
た
て
ま
つ
ら
さ
り
し
よ
り
お
ほ
つ
か
な
か
ら
せ
給
大
殿
の
き
み
た
ち
参
り
給
へ
と
頭
中
将
は
か
り
を
た
ち
な
か
ら
こ
な
た
に
い
り
た
ま
へ
と
の
給
て
33
オ
み
す
の
う
ち
な
か
ら
の
給
・
め
の
と
に
て
侍
も
の
ゝ
此
五
月
の
比
ほ
ひ
よ
り
お
も
く
わ
つ
ら
ひ
侍
し
か
か
し
40
ら
そ
り
い
む
事
う
け
な
と
し
て
其
し
る
し
に
や
よ
み
帰
り
た
り
し
を
此
比
又
お
こ
り
て
よ
は
く
な
む
成
に
た
る
今
一
た
ひ
と
ふ
ら
ひ
み
よ
と
申
た
り
し
か
は
い
と
き
な
き
よ
り
な
つ
さ
ひ
し
も
の
ゝ
今
は
の
き
さ
み
に
つ
ら
し
と
や
思
は
む
と
お
も
ふひ
給
ひ
て
ま
か
れ
り
し
に
其
家
な
り
け
る
し
も
人
の
や
ま
ひ
し
け
る
か
俄
に
え
出
あ
へ
て
な
く
な
り
に
け
る
を
お
ち
は
ゝ
か
り
て
日
を
く
ら
し
て
な
ん
と
り
出
侍
33
ウ
け
る
を
聞
つ
け
侍
し
か
は
神
事
な
る
こ
ろ
い
と
ふ
ひ
ん
な
る
事
と
お
も
ふ
給
へ
か
し
こ
ま
り
て
え
ま
い
ら
ぬ
な
り
此
暁
よ
り
し
は
ふ
き
や
み
に
や
侍
ら
ん
か
か
し
ら
い
と
い
た
く
て
く
る
し
く
侍
れ
は
い
と
む
ら
い
に
て
き
こ
ゆ
る
事
な
と
の
給
中
将
さ
ら
は
さ
る
よ
し
を
こ
そ
そ
う
し
侍
ら
め
よ
へ
も
御
あ
そ
ひ
に
か
し
こ
く
も
と
め
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て
御
気
色
あ
し
う
侍
き
と
き
こ
え
給
て
立
帰
り
い
か
な
る
い
き
ふ
れ
に
か
か
ら
せ
た
ま
ふ
そ
や
の
へ
や
ら
せ
給
事
こ
そ
誠
と
思
た
ま
へ
ら
れ
ね
と
い
ふ
に
む
ね
つ
ふ
れ
給
ひ
て
・
34
オ
か
く
こ
ま
か
に
は
あ
ら
て
た
ゝ
お
ほ
え
ぬ
け
か
ら
ひ
に
ふ
れ
た
る
よ
し
を
そ
う
し
た
ま
へ
い
と
こ
そ
た
い


し
く
侍
れ
と
つ
れ
な
く
の
給
へ
と
心
の
う
ち
に
は
い
ふ
か
ひ
な
く
か
な
し
き
事
を
お
ほ
す
に
御
心
ち
も
な
や
ま
し
け
れ
は
人
に
め
も
見
あ
は
せ
た
ま
は
す
く
ら
人
の
弁
を
め
し
よ
せ
て
ま
め
や
か
に
か
ゝ
る
よ
し
を
そ
う
せ
さ
せ
給
お
ほ
殿
な
と
に
も
か
ゝ
る
事
あ
り
て
え
ま
い
ら
ぬ
御
せ
う
そ
こ
な
と
き
こ
ゑえ
給
・
日
く
れ
て
こ
れ
み
つ
ま
い
れ
り
か
ゝ
る
け
か
ら
ひ
あ
り
と
の
給
て
参
人
々
も
み
な
立
な
か
ら
ま
か
つ
れ
は
人
し
34
ウ
け
か
ら
す
め
し
よ
せ
て
い
か
に
そ
今
は
と
見
は
て
つ
や
と
の
給
ま
ゝ
に
袖
を
御
か
ほ
に
を
し
あ
て
ゝ
な
き
給
こ
れ
み
つ
も
な
く


今
は
か
き
り
に
こ
そ
は
も
の
し
給
め
れ
な
か


と
こ
も
り
侍
ら
ん
も
ひ
ん
な
き
を
あ
す
な
ん
日
よ
ろ
し
く
侍
れ
は
と
か
く
の
事
41
い
と
た
う
と
き
ら
う
そ
う
の
あ
ひ
し
り
て
侍
に
い
ひ
か
た
ら
ひ
○つけ
侍
ぬ
る
と
き
こ
ゆ
そ
ひ
た
り
つ
る
女
は
い
か
に
と
の
給
へ
は
そ
れ
な
ん
又
え
い
く
ま
し
う
侍
る
め
る
我
も
を
く
れ
し
と
ま
と
ひ
侍
て
け
さ
は
た
に
ゝ
お
ち
い
り
ぬ
と
な
ん
見
給
へ
つ
る
か
の
ふ
る
さ
と
35
オ
人
に
つ
け
や
ら
ん
と
申
せ
と
し
は
し
思
ひ
し
つ
め
よ
こ
と
の
さ
ま
思
ひ
め
く
ら
し
て
と
な
む
こ
し
ら
へ
○をき
侍
つ
る
と
か
た
り
き
こ
ゆ
る
ま
ゝ
に
い
と
い
み
し
と
お
ほ
し
て
我
も
い
と
心
ち
な
や
ま
し
う
い
か
な
る
へ
き
に
か
と
な
む
お
ほ
ゆ
る
と
の
給
・
何
か
さ
しら
に
お
も
ほ
し
も
の
せ
さ
せ
給
ふ
さ
る
へ
き
に
こ
そ
よ
ろ
つ
の
こ
と
侍
ら
め
人
に
も
も
ら
さ
し
と
お
も
ふ
給
○へ
れ
は
こ
れ
み
つ
お
り
立
て
よ
ろ
つ
は
物
し
侍
る
な
と
申
さ
か
し
さ
み
な
思
ひ
な
せ
と
う
か
ひ
た
る
心
の
す
さ
ひ
に
人
を
い
た
つ
ら
に
な
し
つ
る
か
こ
と
お
ひ
ぬ
へ
き
るか
い
と
か
ら
き
な
35
ウ
り
少
将
の
命
婦
な
と
か
しにも
き
か
す
な
あ
ま
君
ま
し
て
か
や
う
の
事
な
と
い
さ
め
ら
る
ゝ
を
心
は
つ
か
し
く
な
む
お
ほ
ゆ
へ
き
と
口
か
た
め
給
・
さ
ら
ぬ
ほ
う
し
は
ら
な
と
に
も
み
な
い
ひ
な
す
さ
ま
こ
と
に
侍
と
き
こ
ゆ
る
に
そ
か
ゝ
り
た
ま
へ
る
・
ほ
の
き
く
女
房
な
と
あ
や
し
く
な
に
事
な
ら
ん
け
か
ら
ひ
の
よ
し
の
給
て
内
に
も
ま
い
り
給
は
す
又
か
く
さ
ゝ
め
き
な
け
き
給
と
ほ
の


あ
や
し
か
る
・
さ
ら
に
事
な
く
し
な
せ
と
そ
の
ほ
と
の
さ
ほ
う
の
た
ま
へ
と
何
か
こ
と


し
く
す
へ
き
に
も
侍
ら
す
と
て
た
つ
か
い
と
か
な
し
く
お
ほ
さ
る
36
オ
れ
は
ひ
む
な
し
と
お
も
ふ
へ
け
れ
と
今
一
た
ひ
か
の
な
き
か
ら
を
み
さ
ら
ん
か
い
と
い
ふ
せ
か
る
へ
き
を
む
ま
に
て
も
の
せ
ん
と
の
給
を
い
と
た
い


し
き
こ
と
と
は
お
も
へ
と
さ
お
ほ
さ
れ
ん
は
い
か
ゝ
せ
ん
は
や
お
は
し
ま
し
て
夜
更
ぬ
さ
き
に
か
へ
ら
せ
お
は
し
ま
せ
と
申
せ
は
こ
の
こ
ろ
の
御
や
つ
れ
に
ま
う
け
給
へ
る
か
り
の
御
さ
う
そ
く
き
か
へ
な
と
し
て
出
給
・
御
心
ち
か
き
く
ら
し
い
み
し
く
た
へ
か
た
け
る
れ
は
か
く
あ
や
し
き
42
み
ち
に
い
て
た
ち
て
も
あ
や
う
か
り
し
物
こ
り
に
い
か
ゝ
に
せ
ん
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
へ
と
猶
か
な
し
さ
の
や
る
36
ウ
か
た
な
く
た
ゝ
今
の
か
ら
を
み
て
は
又
い
つ
の
世
に
か
あ
り
し
か
た
ち
を
も
み
ん
と
お
ほ
し
念
し
て
れ
い
の
た
い
ふ
す
い
し
ん
を
く
し
て
出
給
み
ち
と
を
く
お
ほ
ゆ
・
十
七
日
の
月
さ
し
出
て
か
は
ら
の
程
御
さ
き
の
火
も
ほ
の
か
な
る
○に鳥
部
野
の
か
た
な
と
見
や
り
た
る
イ
ほ
と
な
と
も
の
む
つ
か
し
き
も
何
と
も
お
ほ
え
給
は
す
○かき
み
た
る
心
ち
し
給
て
お
は
し
つ
き
ぬ
あ
た
り
さ
へ
す
こ
き
に
い
た
や
の
か
た
は
ら
に
た
う
た
て
ゝ
お
こ
な
へ
る
あ
ま
の
す
ま
ゐ
い
と
あ
は
れ
な
り
み
あ
か
し
の
か
け
ほ
の
か
に
す
き
て
み
ゆ
其
屋
に
は
女
ひ
と
り
な
く
こ
ゑ
の
み
し
て
と
の
か
た
に
ほ
う
し
は
らら
二
37
オ
三
人
物
か
た
り
し
つ
ゝ
わ
さ
と
の
こ
ゑ
た
て
ぬ
念
仏
そ
す
る
寺
々
の
そ
や
も
み
な
お
こ
な
ひ
は
て
ゝ
い
と
し
め
や
か
な
り
き
よ
み
つ
の
か
た
そ
ひ
か
り
お
ほ
く
み
え
人
の
け
は
ひ
も
し
け
か
り
け
る
こ
の
あ
ま
君
の
こ
な
る
た
い
と
こ
の
こ
ゑ
た
う
と
く
て
経
う
ち
よ
み
た
る
に
な
み
た
の
こ
り
な
く
お
ほ
さ
る
・
い
り
給
へ
れ
は
ひ
と
り
そ
む
け
て
右
近
は
屏
風
へ
た
て
ゝ
ふ
し
た
り
い
か
に
わ
ひ
し
か
ら
む
と
み
給
お
そ
ろ
し
き
け
も
お
ほ
え
す
い
と
ら
う
た
け
な
る
さ
ま
し
て
ま
た
い
さ
ゝ
か
か
は
り
た
る
所
な
し
手
を
と
ら
へ
て
我
に
今
一
た
ひ
こ
ゑ
を
た
に
37
ウ
き
か
せ
給
へ
い
か
な
る
む
か
し
の
ち
き
り
に
か
あ
り
け
ん
し
は
し
の
程
に
心
を
つ
く
し
て
あ
は
れ
に
お
も
ほ
え
し
を
打
捨
て
ま
と
は
し
給
か
い
み
し
き
事
と
こ
ゑ
も
お
し
ま
す
な
き
た
ま
ふ
事
か
き
り
な
し
た
い
と
こ
た
ち
も
誰
と
は
し
ら
ぬ
に
あ
や
し
と
お
も
ひ
て
み
な
な
み
た
落
し
け
り
・
右
近
を
い
さ
二
条
院
へ
と
の
給
へ
と
年
こ
ろ
お
さ
な
く
侍
し
よ
り
か
た
時
た
ち
は
な
れ
た
て
ま
つ
ら
す
な
れ
き
こ
え
つ
る
人
に
に
は
か
に
別
奉
り
て
い
つ
こ
に
か
帰
り
侍
ら
ん
い
か
に
成
給
に
き
と
か
人
に
も
い
ひ
侍
ら
ん
か
な
し
き
こ
と
38
オ
43
を
は
さ
る
物
に
て
人
に
い
ひ
さ
は
か
れ
侍
ら
ん
か
い
み
し
き
事
と
い
ひ
て
な
き
ま
と
ひ
て
け
ふ
り
に
た
く
ひ
て
ま
い
り
な
む
と
い
ふ
こ
と
は
り
な
れ
と
さ
な
ん
世
中
は
あ
る
わ
か
れ
と
い
ふ
物
か
な
し
か
ら
ぬ
は
な
し
と
あ
る
も
か
ゝ
る
も
お
な
し
い
の
ち
の
か
き
り
あ
る
物
に
な
ん
あ
る
思
な
く
さ
め
て
我
を
た
の
め
と
の
給
ひ
こ
し
ら
へ
て
も
か
く
い
ふ
我
身
こ
そ
は
い
き
と
ま
る
ま
し
き
心
ち
す
れ
と
の
給
も
た
の
も
し
け
な
し
や
・
こ
れ
み
つ
夜
は
明
か
た
に
成
○侍
ぬ
ら
ん
は
や
帰
ら
せ
た
ま
ひ
な
ん
と
き
こ
ゆ
れ
は
か
へ
り
み
の
み
せ
38
ウ
ら
れ
て
む
○ね
も
つ
と
ふ
た
か
り
て
出
給
道
い
と
露
け
き
に
い
い
と
ゝ
し
き
朝
き
り
い
つ
こ
と
も
な
く
ま
と
ふ
心
ち
し
給
あ
り
し
な
か
ら
う
ち
ふ
し
た
り
つ
る
さ
ま
う
ち
か
は
し
給
へ
り
し
か
わ
か
く
れ
な
ゐ
の
御
そ
の
き
ら
れ
れ
た
り
つ
る
な
と
い
か
な
り
け
む
ち
き
り
に
か
と
み
ち
す
か
ら
お
ほ
さ
る
御
馬
に
も
は
か


し
く
の
り
給
ま
し
き
御
さ
ま
な
れ
は
又
こ
れ
み
つ
そ
ひ
た
す
け
て
お
は
し
ま
さ
す
る
に
つ
ゝ
み
の
程
に
て
馬
よ
り
す
へ
り
お
り
て
い
み
し
く
御
心
ち
ま
と
ひ
け
れ
は
か
ゝ
る
道
の
空
に
て
は
ふ
れ
ぬ
へ
き
に
や
あ
ら
ん
さ
ら
に
39
オ
え
い
き
つ
く
ま
し
き
心
ち
な
む
す
る
と
の
給
に
こ
れ
み
つ
心
ち
ま
○と
ひ
て
わ
か
は
か


し
く
は
さ
の
給
と
も
か
ゝ
る
道
に
ゐ
て
奉
る
へ
き
か
は
と
思
に
い
と
心
あ
は
た
ゝ
し
け
れ
は
河
の
水
に
て
を
あ
ら
ひ
て
清
水
の
観
音
を
念
し
奉
り
て
も
す
へ
な
く
○
お
も
ひ
ま
と
ふ
君
も
し
ゐ
て
御
心
を
お
こ
し
て
心
の
う
ち
に
仏
を
ね
ん
し
給
て
又
と
か
く
た
す
け
ら
れ
た
ま
ひ
て
な
ん
二
条
院
へ
帰
り
給
け
る
・
あ
や
し
う
よ
ふ
か
き
御
あ
り
き
を
人
々
見
く
る
し
き
わ
さ
か
な
此
比
れ
い
よ
り
も
し
つ
心
な
き
御
し
の
ひ
あ
り
き
の
う
ち
し
き
る
な
るか
に
も
き
の
ふ
39
ウ
の
御
気
色
の
い
と
な
や
ま
し
う
お
ほ
し
た
り
し
に
い
か
て
か
く
た
と
り
あ
り
き
給
ら
む
と
歎
き
あ
へ
り
ま
こ
と
に
ふ
し
給
ぬ
る
ま
ゝ
に
い
と
い
た
く
く
る
し
か
り
44
給
て
二
三
日
に
成
ぬ
る
に
む
け
に
よ
は
る
や
う
に
し
給
内
に
も
き
こ
し
め
し
な
け
く
こ
と
か
き
り
な
し
御
い
の
りり
か
た


に
隙
な
く
の
ゝ
し
る
ま
つ
り
は
ら
へ
す
ほ
う
な
と
い
ひ
つ
く
す
へ
く
も
あ
ら
す
世
に
た
く
ひ
な
く
ゆ
ゝ
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
れ
は
世
に
な
か
く
お
は
し
ま
す
ま
し
き
に
や
と
あ
め
の
し
た
の
人
の
さ
は
き
な
り
・
く
る
し
き
御
心
ち
に
も
か
の
右
近
を
め
40
オ
し
よ
せ
て
つ
ほ
ね
な
と
ち
か
く
た
ま
は
り
て
さ
ふ
ら
は
せ
た
ま
ふ
こ
れ
み
つ
心
ち
も
さ
は
き
ま
と
へ
と
お
も
ひ
の
と
め
て
こ
の
人
の
た
つ
き
な
し
と
思
ひ
た
る
を
も
て
な
し
た
す
け
つ
ゝ
さ
ふ
ら
は
す
君
は
い
さ
ゝ
か
隙
あ
り
て
お
ほ
さ
る
ゝ
時
は
め
し
出
て
つ
か
ひ
な
と
す
れ
は
ほ
と
な
く
ま
し
ら
ひ
つ
き
た
り
ふ
く
い
と
く
ろ
う
し
て
か
た
ち
な
と
よ
か
ら
ね
と
か
た
わ
に
見
く
る
し
か
ら
ぬ
わ
か
う
と
な
り
・
あ
や
し
う
み
し
か
ゝ
り
け
る
御
ち
き
り
に
ひ
か
さ
れ
て
我
も
世
に
え
あ
る
ま
し
き
な
め
り
年
比
の
た
の
み
う
し
な
ひ
て
心
ほ
そ
○く
40
ウ
思
ら
む
な
く
さ
め
に
も
も
し
な
か
ら
へ
は
よ
ろ
つ
に
は
く
く
ま
ん
と
こ
そ
思
ひ
し
か
ほ
と
も
な
く
又
た
ち
そ
ひ
ぬ
へ
き
か
く
ち
お
し
く
も
あ
る
へ
き
か
な
と
忍
ひ
や
か
に
の
給
て
よ
は
け
に
そな
き
給
へ
は
い
ふ
か
ひ
な
き
事
を
は
を
き
て
い
み
し
う
お
し
と
思
き
こ
ゆ
・
殿
の
う
ち
の
人
あ
し
を
空
に
て
お
も
ひ
ま
と
ふ
内
よ
り
御
つ
か
ひ
雨
の
あ
し
よ
り
も
け
に
し
け
し
お
ほ
し
な
け
き
お
は
し
ま
す
を
き
ゝ
給
に
い
と
か
た
し
け
な
く
て
せ
め
て
つ
よ
く
お
ほ
し
な
る
大
殿
も
い
み
し
く
け
い
め
ひ
し
給
て
日
々
に
わ
た
り
給
つ
ゝ
さ
ま


の
こ
と
を
せ
さ
せ
給
し
る
41
オ
し
に
や
廿
日
あ
ま
り
い
と
お
も
く
わ
つ
ら
ひ
た
ま
へ
れ
と
こ
と
な
る
名
残
の
こ
ら
す
を
こ
た
る
さ
ま
に
み
え
給
け
か
ら
ひ
い
み
た
ま
ひ
し
も
ひ
と
つ
に
み
ち
ぬ
る
よ
な
れ
は
お
ほ
つ
か
な
か
ら
せ
給
御
心
わ
り
な
う
て
内
の
御
殿
ゐ
所
に
ま
い
り
た
ま
ひ
な
と
す
大
殿
わ
か
御
車
に
て
む
か
へ
た
て
ま
つ
り
給
て
45
御
物
い
み
何
や
か
や
と
む
つ
か
し
う
つ
ゝ
し
ま
せ
奉
り
給
わ
れ
に
も
あ
ら
す
あ
ら
ぬ
よ
に
よ
み
か
へ
り
た
る
や
う
に
し
は
し
は
お
ほ
え
給
九
月
廿
日
の
程
に
そ
を
こ
た
り
は
て
給
て
い
と
い
た
くう
お
も
や
せ
給
へ
41
ウ
れ
と
な
か


い
み
し
う
な
ま
め
か
し
う
て
な
か
め
か
ち
に
ね
を
の
み
な
き
給
見
奉
り
と
か
む
る
人
も
あ
り
て
御
物
の
け
な
め
り
な
と
い
ふ
も
あ
り
・
右
近
を
め
し
出
て
の
と
や
か
な
る
夕
く
れ
に
物
か
た
り
な
と
し
給
て
猶
い
と
な
ん
あ
や
し
き
な
と
て
そ
の
人
と
し
ら
れ
し
と
は
か
く
い
給
へ
り
し
そ
ま
こ
と
に
あ
ま
の
こ
な
り
と
も
さ
は
か
り
思
ふ
を
し
ら
て
へ
た
て
た
ま
ひ
し
か
は
な
む
つ
ら
か
り
し
と
の
給
へ
は
な
と
て
か
ふ
か
く
か
く
し
き
こ
え
た
ま
ふ
事
は
侍
ら
む
い
つ
の
程
に
て
か
○は
何
な
ら
ぬ
御
名
の
り
を
き
こ
え
給
は
ん
初
よ
り
あ
42
オ
や
し
う
お
ほ
え
ぬ
さ
ま
な
り
し
御
事
な
れ
は
う
つ
ゝ
と
も
お
ほ
え
す
な
ん
あ
る
と
の
給
て
御
名
か
く
し
も
さ
は
か
り
に
こ
そ
は
と
き
こ
え
た
ま
ひ
な
か
ら
な
を
さ
り
に
こ
そ
ま
き
ら
は
し
た
ま
ふ
ら
め
と
な
ん
う
き
事
に
お
ほ
し
た
り
し
と
き
こ
ゆ
れ
は
・
あ
ひ
○
な
か
り
け
る
心
く
ら
へ
と
も
か
な
我
は
し
りか
へ
た
つ
る
心
も
な
か
り
き
た
ゝ
か
や
う
に
人
に
ゆ
る
さ
れ
ぬ
ふ
る
ま
ひ
を
な
ん
ま
た
な
ら
は
ぬ
事
な
る
う
ち
に
い
さ
め
の
給
は
す
る
を
は
し
め
つ
ゝ
む
こ
と
お
ほ
か
る
身
に
て
は
か
な
く
人
に
た
は
ふ
れ
事
を
い
ふ
も
と
こ
ろ
せ
う
と
り
な
し
う
る
42
ウ
さ
き
身
の
あ
り
様
に
な
ん
あ
る
を
は
か
な
か
り
し
夕
よ
り
あ
や
し
う
心
に
か
ゝ
り
て
あ
な
か
ち
に
見
奉
りり
し
も
か
ゝ
る
へ
き
ち
き
り
に
こ
そ
は
も
の
し
給
け
め
と
思
も
あ
は
れ
に
な
ん
又
う
ち
か
へ
し
つ
ら
う
お
ほ
ゆ
る
か
う
な
か
ゝ
る
ま
し
き
に
て
は
な
と
さ
し
も
心
に
し
み
て
あ
は
れ
と
お
ほ
え
給
け
ん
猶
く
は
し
く
か
た
れ
今
は
何
事
を
か
く
す
へ
き
そ
な
ぬ
か


に
仏
か
ゝ
せ
て
も
誰
た
め
と
か
心
の
う
ち
に
も
思
は
ん
と
の
給
へ
は
・
何
か
へ
た
て
き
こ
え
さ
せ
侍
ら
ん
身
つ
か
ら
忍
ひ
過
46
し
給
し
事
を
な
き
御
う
し
ろ
に
く
ち
さ
か
な
く
や
は
と
43
オ
お
も
ふ
給
る
は
か
り
に
な
ん
お
や
た
ち
は
は
や
う
うイ
せ
給
に
き
三
位
中
将
と
な
む
き
こ
え
し
い
と
ら
う
た
き
物
に
お
も
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
し
か
と
我
身
の
ほ
と
の
心
も
と
な
さ
を
お
ほ
す
め
り
し
に
い
の
ち
さ
へ
た
へ
給
は
す
な
り
に
し
後
は
か
な
き
も
の
ゝ
た
よ
り
に
て
頭
中
将
ま
た
少
将
に
も
の
し
給
し
時
見
そ
め
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て
三
年
は
か
り
は
心
さ
し
あ
る
さ
ま
に
か
よ
ひ
給
し
を
こ
そ
の
秋
こ
ろ
か
の
右
の
大
殿
よ
り
い
と
お
そ
ろ
し
き
事
の
き
こ
え
ま
て
こ
し
に
も
の
を
ち
を
わ
り
な
く
し
給
し
御
心
に
せ
ん
か
た
な
43
ウ
く
お
ほ
し
を
ち
て
西
の
京
に
御
め
の
と
の
す
み
侍
と
こ
ろ
に
な
ん
は
ひ
か
く
れ
給
へ
り
し
そ
れ
も
い
と
見
く
る
し
き
に
す
み
わ
ひ
た
ま
ひ
て
山
さ
と
に
う
つ
ろ
ひ
な
ん
と
お
ほ
し
た
り
し
を
こ
と
し
よ
り
ふ
た
か
り
け
る
け
る
方
に
侍
り
け
れ
は
た
か
ふ
と
て
あ
や
し
き
所
に
物
し
給
し
を
見
あ
ら
は
さ
れ
奉
り
ぬ
る
事
と
お
ほ
し
な
け
く
め
り
し
よ
の
人
に
に
す
物
つ
ゝ
み
を
し
給
て
人
に
物
○を
お
も
ふ
け
し
き
を
み
え
ん
を
は
つ
か
し
き
物
に
し
給
て
つ
れ
な
く
の
み
も
て
な
し
て
御
ら
ん
せ
ら
れ
奉
り
給
め
り
し
か
と
か
た
り
い
つ
る
に
さ
れ
は
よ
44
オ
と
お
ほ
し
あ
は
せ
て
い
よ


あ
は
れ
も
ま
さ
り
ぬ
・
お
さ
な
き
人
ま
と
は
し
た
り
と
中
将
の
う
れ
へ
し
は
さ
る
人
や
と
と
ひ
給
し
か
を
と
ゝ
し
の
春
そ
も
の
し
給
へ
り
し
女
に
て
い
と
ら
う
た
け
に
な
む
と
き
こ
ゆ
さ
て
い
つ
こ
に
そ
人
に
さ
と
は
し
ら
せ
て
我
に
え
さ
せ
よ
跡
は
か
な
く
い
み
し
と
お
も
ふ
御
か
た
見
に
い
と
う
れ
し
か
る
へ
く
な
ん
と
の
給
か
の
中
将
に
も
つ
た
ふ
へ
け
れ
と
い
ふ
か
ひ
な
き
か
こ
と
お
ひ
な
ん
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
つ
け
て
は
く
ゝ
ま
ん
に
と
か
あ
る
ま
し
き
を
そ
の
あ
ら
ん
○めの
と
な
と
に
も
こ
と
さ
ま
に
い
ひ
な
し
て
も
の
44
ウ
せ
よ
か
し
な
と
か
た
ら
ひ
給
ふ
・
さ
ら
は
い
と
う
れ
し
く
47
な
ん
侍
へ
き
か
の
西
の
京
に
て
お
ひ
い
て
給
は
ん
は
心
く
る
し
く
な
む
は
か


し
く
あ
つ
か
ふ
人
な
し
と
て
か
し
こ
に
な
ん
と
き
こ
ゆ
・
夕
く
れ
の
し
つ
か
な
る
に
空
の
け
し
き
い
と
あ
は
れ
に
お
ま
へ
の
せ
ん
さ
い
か
れ


に
む
し
の
音
も
な
き
か
れ
て
紅
葉
の
や
う


色
つ
く
程
ゑ
に
か
き
た
る
や
う
に
お
も
し
ろ
き
を
見
わ
た
し
て
心
よ
り
ほ
の
か
に
お
か
し
き
ま
し
ら
ひ
か
な
と
か
の
夕
か
ほ
の
や
と
り
を
思
ひ
い
つ
る
も
は
つ
か
し
・
竹
の
中
に
家
は
と
ゝ
い
ふ
鳥
の
ふ
つ
ゝ
か
に
鳴
を
き
ゝ
給
て
か
の
45
オ
有
し
院
に
此
鳥
の
な
き
し
を
い
と
お
そ
ろ
し
と
お
も
ひ
た
り
し
さ
ま
の
お
も
か
け
に
ら
う
た
く
お
も
ほ
し
い
て
ら
る
れ
は
と
し
は
い
く
つ
に
か
物
し
給
し
あ
や
し
く
よ
の
人
に
に
す
あ
へ
か
に
み
え
給
し
も
か
く
な
か
ゝ
る
ま
し
く
て
な
り
け
り
と
の
給
・
十
九
に
や
な
り
給
ひ
け
む
右
近
は
な
く
成
に
け
る
御
め
の
と
の
捨
を
き
て
侍
け
れ
は
三
位
の
君
の
ら
う
た
か
り
給
て
か
の
御
あ
た
り
さ
ら
す
お
ふ
し
た
て
給
し
を
思
ひ
た
さま
へ
い
つ
○れ
は
い
か
て
か
世
に
侍
ら
ん
と
す
○ら
む
い
と
し
も
人
に
と
く
や
し
く
な
ん
も
の
は
か
な
け
に
物
し
45
ウ
給
し
人
の
御
心
を
た
の
も
し
き
人
に
て
年
こ
ろ
な
ら
ひ
侍
け
る
事
と
き
こ
ゆ
・
は
か
な
ひ
た
る
こ
そ
女
は
ら
う
た
け
れ
か
し
こ
く
人
に
な
ひ
か
ぬ
い
と
心
つ
き
な
き
わ
さ
た
り
身
つ
か
ら
は
るか


く
し
く
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
心心イ
な
ら
ひ
に
女
は
た
ゝ
や
は
ら
か
に
と
り
は
つ
し
て
は
人
に
あ
さ
む
か
れ
ぬ
へ
き
か
さ
す
か
に
物
つ
ゝ
み
し
見
む
人
の
心
に
は
し
た
か
は
む
な
ん
哀
に
て
わ
か
心
の
ま
ゝ
に
と
り
な
を
し
て
み
ん
に
な
つ
か
し
く
お
ほ
ゆ
へ
き
な
と
の
た
ま
へ
は
・
此
か
た
の
御
こ
の
み
に
は
も
て
は
な
れ
給
は
さ
り
け
り
と
思
給
る
に
も
く
ち
お
し
く
侍
る
わ
さ
か
な
と
て
な
く
・
46
オ
空
の
う
ち
く
も
り
て
か
せ
ひ
や
ゝ
か
な
る
に
い
と
い
た
く
な
か
め
給
て
み
し
人
の
け
ふ
り
を
雲
と
な
か
む
れ
は
夕
の
空
も
む
つ
ま まイか
し
き
か
な
と
ひ
と
り
たこ
ち
給
へ
と
え
さ
し
48
い
ら
へ
も
き
こ
え
す
か
や
う
に
て
お
は
せ
ま
し
か
は
と
お
も
ふ
に
も
む
ね
ふ
た
か
り
て
お
ほ
ゆ
・
み
ゝ
か
し
か
ま
し
か
り
し
き
ぬ
た
の
音
を
お
ほ
し
い
つ
る
さ
へ
恋
し
く
て
ま
さ
に
な
か
き
よ
と
打
す
ん
し
て
ふ
し
給
へ
り
・
か
の
い
よ
の
家
の
こ
君
ま
い
る
お
り
あ
れ
と
こ
と
に
あ
り
し
や
う
な
る
こ
と
つ
て
も
し
た
ま
は
ね
は
う
し
と
お
ほ
46
ウ
し
は
て
に
け
る
を
い
と
お
し
と
思
に
か
く
わ
つ
ら
ひ
給
を
き
き
て
さ
す
か
に
う
ち
な
け
き
け
り
と
を
く
く
た
り
な
ん
と
す
る
を
さ
す
か
に
心
ほ
そ
け
れ
は
お
ほ
し
忘
ぬ
る
か
と
心
み
に
・
承
な
や
む
を
こ
と
に
出
て
は
え
こ
そ
と
は
ぬ
を
も
な
と
か
と
と
は
て
程
ふ
る
に
い
か
は
か
り
か
は
お
も
ひ
み
た
る
ゝ
ま
す
た
は
ま
こ
と
に
な
ん
と
き
こ
え
た
り
・
め
つ
ら
し
き
に
こ
れ
も
あ
は
れ
忘
給
は
す
い
け
る
か
ひ
な
き
や
た
か
い
は
ま
し
事
に
か
空
蝉
の
世
は
う
き
物
と
し
り
に
し
を
又
こ
と
の
は
に
か
ゝ
る
い
の
ち
よ
は
か
な
し
や
と
御
て
も
う
ち
わ
な
47
オ
な
か
る
に
み
た
れ
か
き
給
へ
る
い
と
ゝ
う
つ
く
し
け
な
な
り
・
な
を
か
の
も
ぬ
け
け
を
わ
す
れ
給
は
ぬ
を
い
と
お
し
う
お
か
し
う
も
思
ひ
は
か
け
り
・
か
や
う
に
ゝ
く
か
ら
す
は
き
こ
え
か
は
せ
と
け
ち
か
く
と
は
お
も
ひ
よ
ら
す
さ
す
か
に
い
ふ
か
ひ
な
か
ら
す
は
見
え
奉
り
て
や
み
な
ん
と
思
ふ
な
り
け
り
・
か
の
か
た
つ
か
た
は
く
ら
人
の
少
将
を
な
ん
か
よ
は
す
と
き
ゝ
給
あ
や
し
や
い
か
に
思
ふ
ら
ん
と
少
将
の
心
の
う
ち
も
い
と
お
し
く
ま
た
か
の
人
の
け
し
き
も
ゆ
か
し
け
れ
は
こ
君
し
て
・
し
に
帰
り
お
も
ふ
心
は
し
り
給
へ
り
や
と
い
ひ
つ
か
は
す
47
ウ
ほ
の
か
に
も
の
き
は
の
お
き
を
む
す
は
す
は
露
の
か
こ
と
を
何
に
か
け
ま
し
た
か
や
か
な
る
荻
に
つ
け
て
し
の
ひ
て
ととイ
の
給
へ
れ
と
と
り
あ
や
ま
ち
て
少
将
も
み
つ
け
て
我
な
り
け
り
と
お
も
ひ
あ
は
せ
は
さ
り
と
も
つ
み
ゆ
る
し
て
ん
と
お
も
ふ
御
心
を
こ
り
そ
あ
ひ
な
か
り
け
る
・
少
将
の
な
き
お
り
に
み
す
れ
は
心
う
し
と
お
も
へ
と
か
く
お
ほ
し
い
て
た
る
も
さ
す
49
か
に
て
御
返
く
ち
と
き
は
か
り
を
か
こ
と
に
て
と
ら
す
ほ
の
め
か
す
か
せ
に
つ
け
て
も
し
た
お
き
の
な
か
は
ゝ
霜
に
む
す
ほ
ゝ
れ
つ
ゝ
て
は
あ
し
け
な
る
48
オ
を
ま
き
ら
は
し
さ
れ
は
み
て
か
ひい
た
る
さ
ま
し
な
ゝ
し
・
ほ
か
け
に
見
し
か
ほ
お
ほ
し
出
ら
る
ゝ
う
ち
と
け
て
む
か
ひ
た
る
人
は
え
う
と
み
は
つ
ま
し
き
さ
ま
も
し
た
り
し
か
な
何
の
心
は
せ
あ
り
け
も
な
く
さ
う
と
き
ほ
こ
り
た
り
し
よ
と
お
ほ
し
い
つ
る
に
に
く
か
ら
す
猶
こ
り
す
ま
に
又
も
あ
た
な
た
ち
ぬ
へ
き
御
心
の
す
さ
ひ
な
め
り
・
か
の
人
の
四
十
九
日
忍
ひ
て
ひ
え
の
法
花
た
う
に
て
事
そ
か
す
さ
う
そ
く
よ
り
は
し
め
て
さ
る
へ
き
物
と
も
こ
ま
か
に
す
経
な
と
せ
さ
せ
給
経
ほ
と
け
の
か
さ
り
ま
て
を
ろ
か
な
ら
す
48
ウ
こ
れ
み
つ
か
あ
に
の
あ
さ
り
い
と
た
う
と
き
人
に
て
に
な
う
し
け
り
・
御
ふ
み
の
し
に
て
む
つ
ま
し
く
お
ほ
す
も
ん
し
や
さ
う
の
は
か
せ
め
し
て
く
わ
む
も
ん
つ
く
ら
せ
給
そ
の
人
と
な
く
○て
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
人
の
は
か
な
き
さ
ま
に
成
に
た
る
を
あ
み
た
仏
に
ゆ
つ
り
き
こ
ゆ
る
よ
し
あ
は
れ
け
に
か
き
出
給
へ
れ
は
た
ゝ
○かく
な
か
ら
く
は
ふ
へ
き
こ
と
侍
ら
さ
め
り
と
申
忍
ひ
給
へ
と
御
な
み
た
も
こ
ほ
れ
て
い
み
し
く
お
ほ
し
た
れ
は
何
人
な
ら
ん
其
人
と
き
こ
え
も
な
く
て
か
う
お
ほ
し
な
け
か
す
は
か
り
な
り
け
ん
す
く
せ
の
た
か
さ
ま
49
オ
と
い
ひ
け
り
・
忍
て
て
う
せ
さ
せ
給
へ
り
け
る
さ
う
そ
く
の
は
か
ま
を
と
り
よ
せ
た
ま
ひ
て
な
く


も
け
ふ
は
わ
か
ゆ
ふ
し
た
ひ
も
を
い
つ
れ
の
よ
に
か
と
け
て
み
る
へ
き
此
程
ま
て
は
た
ゝ
よ
ふ
な
る
を
い
つ
れ
の
み
ち
に
さ
た
ま
り
て
お
も
む
く
ら
む
と
お
も
ほ
し
や
り
つ
ゝ
ね
ん
す
を
い
と
あ
は
れ
に
し
給
・
頭
中
将
を
見
給
に
も
あ
ひ
な
く
む
ね
さ
は
き
て
か
の
な
て
し
こ
の
お
ひ
た
つ
有
様
き
か
せ
ま
ほ
し
け
れ
と
か
こ
と
に
を
ち
て
打
出
給
は
す
・
か
の
夕
か
ほ
の
や
と
り
に
は
い
つ
か
た
に
と
お
も
ひ
ま
50
49
ウ
と
へ
と
其その
ま
ゝ
に
え
た
つ
ね
き
こ
え
す
右
近
た
に
を
と
つ
れ
ね
は
あ
や
し
と
お
も
ひ
な
け
き
あ
へ
り
た
し
か
な
ら
ね
と
け
は
ひ
を
さ
は
か
り
に
や
と
さ
ゝ
め
き
し
か
は
こ
れ
み
つ
を
か
こ
ち
け
れ
と
い
と
か
け
は
な
れ
け
し
き
な
く
い
ひ
な
し
て
猶
お
な
し
こ
と
す
き
あ
り
き
け
れ
は
い
と
ゝ
夢
の
心
ち
し
て
も
し
す
り
や
う
の
こ
と
も
の
す
き


し
き
か
頭
の
君
に
お
ち
き
こ
え
て
や
か
て
ゐ
て
く
た
り
た
る
に
や
と
そ
お
も
ひ
よ
り
け
る
・
こ
の
家
あ
る
し
そ
に
し
の
京
の
め
の
と
の
む
す
め
な
り
け
る
三
人
そ
の
50
オ
こ
は
あ
り
て
右
近
は
こ
と
人
な
り
け
れ
は
お
も
ひ
へ
た
て
ゝ
御
あ
り
さ
ま
を
き
か
せ
ぬ
な
り
け
り
と
な
き
こ
ひ
け
り
・
右
近
は
た
か
し
か
ま
し
く
い
ひ
さ
は
か
れ
む
を
お
も
ひ
て
君
も
今
さ
ら
に
も
ら
さ
し
と
忍
ひ
た
ま
へ
は
わ
か
き
み
の
上
を
た
に
き
か
す
あ
さ
ま
し
く
ゆ
く
ゑ
な
く
て
過
行
君
は
夢
をにイ
た
に
見
は
や
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
此
ほ
う
し
し
た
ま
ひ
て
又
の
よ
ほ
の
か
に
か
の
あ
り
し
院
な
か
ら
そ
ひ
た
り
し
女
の
さ
ま
も
お
な
し
や
う
に
て
み
え
け
れ
は
あ
れ
た
り
し
所
に
す
み
け
ん
物
の
我
に
見
い
れ
け
ん
た
50
ウ
よ
り
に
か
く
な
り
ぬ
る
事
と
お
ほ
し
い
つ
る
に
も
ゆ
ゆ
し
く
な
ん
・
い
よ
の
す
け
神
無
月
の
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
く
た
る
女
房
の
く
た
ら
ん
に
と
て
た
む
け
心
こ
と
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
又
う
ち


に
も
わ
さ
と
し
給
て
こ
ま
や
か
に
お
か
し
き
さ
ま
な
る
く
し
あ
ふ
き
お
ほ
く
し
て
ぬ
さ
な
と
い
と
わ
さ
と
か
ま
し
く
て
か
の
こ
う
ち
き
も
も
つ
か
は
す
あ
ふ
ま
て
の
か
た
み
は
か
り
と
み
し
程
に
ひ
た
す
ら
袖
の
く
ち
に
け
る
哉
こ
ま
や
か
な
る
事
と
も
あ
れ
と
う
る
さ
け
れ
とは
か
ゝ
す
御
使
帰
り
に
け
れ
と
こ
君
し
51
オ
て
う
ち
き
の
御
返
は
か
り
は
き
こ
え
さ
せ
た
り
蝉
の
羽
も
立
か
へ
て
け
る
夏
衣
か
へ
す
を
見
51
て
も
ね
は
な
か
れ
け
り
お
も
へ
と
あ
や
し
う
人
に
に
ぬ
心
つ
よ
さ
に
て
も
ふ
り
は
な
れ
ぬ
る
か
な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
け
給
・
け
ふ
そ
冬
た
つ
日
な
り
け
る
も
し
る
く
う
ち
し
く
れ
て
そ
ら
の
け
し
き
い
と
あ
は
れ
な
り
な
か
め
く
ら
し
給
ひ
て
過
に
し
も
け
ふ
わ
か
る
ゝ
も
ふ
た
み
ち
に
行
か
た
し
ら
ぬ
秋
の
く
れ
か
な
猶
か
く
人
し
れ
ぬ
事
は
く
る
し
か
り
け
り
と
お
ほ
し
し
り
ぬ
ら
ん
か
し
・
か
や
う
51
ウ
の
く
た


し
き
こ
と
は
あ
な
か
ち
に
か
く
ろ
へ
し
の
ひ
給
し
も
い
と
お
し
く
て
み
な
も
ら
し
と
ゝ
め
た
る
を
な
と
み
か
と
の
御
こ
な
ら
ん
か
ら
に
見
ん
人
さ
へ
か
た
ほ
な
ら
す
物
ほ
みめ
か
ち
な
る
と
つ
く
り
こ
と
め
き
て
と
り
な
す
人
も
の
し
た
ま
ひ
け
れ
は
な
ん
あ
ま
り
物
い
ひ
さ
か
な
き
つ
み
さ
り
と
こ
ろ
な
く
52
オ
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注(
１)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
源
氏
物
語
筆
者
目
録
源
氏
物
語
秘
訣｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
三
月)
(
２)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
昌
琢
筆
桐
壺｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
一
〇
月)
(
３)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
陳
筆
帚
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
三
月)
(
４)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
５)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
一
〇
月)
(
６)
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
『
顕
伝
明
名
録』
下
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
三
年
一
二
月)
(
７)
寺
田
貞
次
氏
『
京
都
名
家
墳
墓
録』
(
山
本
文
華
堂
大
正
一
一
年
一
〇
月)
(
８)
木
藤
才
蔵
氏
『
連
歌
史
論
考』
下
(
明
治
書
院
平
成
五
年
五
月)
、
市
古
貞
次
氏
他
編
『
国
書
人
名
辞
典』
第
二
巻
(
岩
波
書
店
平
成
七
年
五
月)
、
加
藤
楸
邨
氏
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典』
(
角
川
書
店
平
成
七
年
一
〇
月)
等
を
参
考
。
(
９)
『
古
今
墨
跡
鑒
定
便
覧』
二
巻
(
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
を
も
と
に
、
連
歌
会
の
月
日
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究』
(
有
精
堂
昭
和
四
四
年
一
一
月)
に
従
っ
た
。
(
)
尾
崎
千
佳
氏
｢
西
山
宗
因
年
譜
稿｣
『
ビ
ブ
リ
ア』
一
一
一
(
平
成
一
一
年
五
月)
を
参
考
。
(
)
潁
原
退
蔵
氏
『
潁
原
退
蔵
著
作
集』
第
五
巻
(
中
央
公
論
社
昭
和
五
五
年
七
月)
｢
西
山
宗
因
の
連
歌｣
(
)
野
間
光
辰
氏
『
談
林
叢
談』
(
岩
波
書
店
昭
和
六
二
年
八
月)
｢
西
山
宗
因｣
(
)
『
八
代
城
主
・
加
藤
正
方
の
遺
産』
(
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
平
成
二
四
年
一
〇
月)
を
参
考
。
(
)
注

に
同
じ
。
53
()
注

に
同
じ
。
(
)
里
村
家
の
書
写
者
と
し
て
は
、
昌
俔
と
玄
仍
女
(
昌
琢
の
妻)
も
い
る
が
、
こ
の
二
人
は
除
く
。
(
)
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
一
一
巻
(
小
学
館
平
成
一
三
年
一
一
月)
に
は
、｢
筆
功｣
を
｢
①
習
字
に
熟
達
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
②
書
き
写
す
こ
と
。
③
書
き
手
に
支
払
う
賃
金
。｣
と
説
明
す
る
。
(
)
中
田
祝
夫
氏
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引』
(
勉
誠
出
版
平
成
一
八
年
五
月)
(
)
藁
科
勝
之
氏
『
雑
字
類
編』
(
ひ
た
く
書
房
昭
和
五
六
年
二
月)
(
)
鎌
田
純
一
氏
他
校
訂
『
舜
旧
記』
第
六
(
続
群
書
類
従
完
成
会
平
成
六
年
九
月)
(
)
尾
崎
千
佳
氏
の
教
示
に
よ
る
。
(
	)
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
『
地
下
家
伝』
二
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
二
年
一
一
月)
。
こ
の
『
地
下
家
伝』
の
五
に
は
、｢
座
田
行
重
、
清
永
男
実
賀
茂
社
家
岡
本
主
水
季
仲
次
男｣
と
い
う
｢
岡
本
主
水｣
の
記
載
も
あ
る
。
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② 空蝉巻 1オ
① 空蝉巻 表紙
56
④ 夕顔巻 表紙
③ 空蝉巻 終丁
57
⑥ 夕顔巻 終丁
⑤ 夕顔巻 1オ
